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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　緊急出動センター（ＥＤＣ）との緊急通信セッションを検出し、および緊急出動センタ
ー（ＥＤＣ）に緊急事態の情報を知らせる緊急データを提供する方法であって、該方法は
：
　ａ）通信装置によって、緊急出動センター（ＥＤＣ）との緊急通信を自発的に検出する
工程；
　ｂ）通信装置によって、通信装置の位置データと、静的データおよび動的データの少な
くとも１つとを含む緊急データを自発的に取得する工程；および
　ｃ）通信装置によって、緊急通信セッションからの代替のデータチャネルを通じて緊急
出動センター（ＥＤＣ）に緊急データを自発的に伝送する工程であって、動的データの伝
送が静的データよりも頻繁に生じる、工程、
を含む方法。
【請求項２】
　緊急通信セッションは、通信装置の固有のダイヤラーを介して開始された緊急通報であ
ることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　固有のダイヤラーを介して開始された緊急通報は、緊急連絡先を呼び出すことにより行
なわれることを特徴とする、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
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　緊急通信セッションは、通信装置のユーザーによって選択されたワンタッチ呼出しオプ
ションによって開始されることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　緊急通信セッションは緊急データを要求するＥＤＣからのプッシュ通知を含むことを特
徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　緊急通信セッションはＳＭＳメッセージを含むことを特徴とする、請求項１に記載の方
法。
【請求項７】
　緊急データは、代替のデータチャネルを通じてＥＤＣに伝送され、その間、ＥＤＣとの
救急通信セッションは進行中であることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　通信装置は緊急データを更新し、および更新された緊急データをＥＤＣに自発的に伝送
することを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　通信装置はトークンを割り当てられ、該トークンは該トークンにタグ付けされたデータ
リクエストを事前認証し、ここで通信装置はトークンにタグ付けされたデータリクエスト
に応えて緊急データを伝送することを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　通信装置は、通信装置上のセンサー、通信装置に近接するセンサー、通信装置に近接す
る別の通信装置に関係するセンサー、通信装置とのネットワークにあるセンサー、および
通信装置とのネットワークにある別の通信装置に関係するセンサーの少なくとも１つから
緊急データを得ることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　緊急通信セッションは、ユーザーが、ソフトボタン、ハードボタン、あるいは非常ボタ
ンを押すことによって、または、通信装置上に音声コマンドを提供することによって、開
始され、通信装置はモバイルワイヤレスデバイスであることを特徴とする、請求項１に記
載の方法。
【請求項１２】
　緊急データは、ＥＤＣにデータを返すことに関して１つ以上の基準に従って特定される
ことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　１つ以上の基準は
　ａ．最近の位置データが利用可能でない場合、位置データを返さない；
　ｂ．静的データを返す；あるいは、
　ｃ．更新された位置データが利用可能であるときに、更新された位置データを返す
　の少なくとも１つを含むことを特徴とする、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　緊急データはデバイス番号、緯度、経度、および位置精度を含むことを特徴とする、請
求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　緊急データは暗号化されたＨＴＴＰＳ、データＳＭＳ、またはその両方を介してＥＤＣ
に伝送され、緊急データは緊急管理システムを通じてＥＤＣに送られることを特徴とする
、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　通信装置はトークンを割り当てられたモバイルワイヤレスデバイスであり、該トークン
は該トークンにタグ付けされたデータリクエストを事前認証し、モバイルワイヤレスデバ
イスは、緊急管理システムによって送られたトークンにタグ付けされたデータリクエスト
に応えて緊急データを伝送することを特徴とする、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
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　少なくとも１つのプロセッサー、メモリ、ネットワーク構成要素、およびコンピュータ
ープログラム、を含むデジタル処理デバイスであって、該コンピュータープログラムは：
　ａ）緊急出動センター（ＥＤＣ）との緊急通信セッションを自発的に検出すること；
　ｂ）通信装置の位置データと、静的データおよび動的データの少なくとも１つを含む緊
急データを自発的に取得すること、
　ｃ）緊急通信セッションからの代替のデータチャネルを通じて緊急出動センター（ＥＤ
Ｃ）に緊急データを自発的に伝送することであって、動的データの伝送が静的データより
も頻繁に生じる、ことを、行うために、
少なくとも１つのプロセッサーによって実行可能な命令を含む、デジタル処理デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
＜相互参照＞
　本出願は、２０１６年４月２６日に出願された米国仮特許出願第６２／３２７，４９９
号の利益を主張し、該仮出願は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　世界中のほとんどの国々では、指定の３桁の数字は緊急援助の呼出しを発するために存
在する。緊急援助を要請するこれらの呼出しは通常、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）などの
アナログ通信チャネルによって行われており、これは、緊急出動センター（ＥＤＣ）また
は公衆安全アクセスポイント（ＰＳＡＰ）などのほとんどの救急サービス提供者が一般的
に、アナログの固定電話回線ベースの呼出しを受けることにのみ適合しているからである
。しかしながら、緊急援助を要請する膨大な数の呼出しが、現在では、例えばデータ通信
チャネル（例えばインターネットプロトコル（ＩＰ）ベースの通信セッション）を介して
通信することができる携帯電話などのモバイル通信装置から発せられている。モバイル通
信装置の利便性にもかかわらず、救急サービス提供者は、援助の緊急要請に応える際に、
向上した緊急通信を提供するこれらの機能を活用できていない。
【発明の概要】
【０００３】
　最新の通信装置によってますます多くの緊急通報が行われているが、救急サービスはそ
のような緊急援助の要請に効果的に応答できておらず、数秒が生と死の違いを意味する時
にしばしば最初の応答者を誤った場所に派遣している。
【０００４】
　したがって、緊急事態の情報を与えるデジタル情報の自動抽出を提供するためのシステ
ム、デバイスおよび方法が、本明細書に提供される。いくつかの実施形態では、緊急事態
の情報を与えるデジタル情報は、緊急通信セッションの当事者間（例えばユーザデバイス
と救急サービス）の少なくとも１つのデータチャネルを通って伝送される。いくつかの実
施形態では、音声通信チャネル（例えば音声通話）が進行する間、デジタル情報はデータ
チャネルを通って伝送される。いくつかの実施形態では、デジタル処理デバイスは緊急通
信セッション中に、デバイスのデータキャッシュからユーザーのメタデータ、位置情報、
および他の情報を抽出し、およびＥＤＣまたは緊急管理システム（ＥＭＳ）にいる派遣係
にこの情報を取り次ぐことができる。
【０００５】
　１つの態様では、デジタル処理デバイスによって、救急サービスとの緊急通信を検出し
、および救急サービスに緊急事態の情報を知らせるデジタル情報を提供する方法が本明細
書に提供され、該方法は：ａ）デジタル処理デバイスによって、救急サービスとの緊急通
信を自発的に検出する工程；ｂ）デジタル処理デバイスによって、緊急事態に関するデジ
タル情報を自発的に取得する工程；およびｃ）デジタル処理デバイスによって、緊急通信
が検出されると救急サービスにデジタル情報を自発的に提供する工程、を含む。いくつか
の実施形態では、緊急通信は、デジタル処理デバイスの固有のダイヤラーを介して開始さ
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れた緊急通報である。さらなる実施形態では、固有のダイヤラーを介して開始された緊急
通報は、緊急連絡先を呼び出すことにより行なわれる。いくつかの実施形態では、緊急通
信は、デジタル処理デバイスのユーザーによって選択されたワンタッチ呼出しオプション
によって開始される。いくつかの実施形態では、緊急通信はデジタル情報を要求する救急
サービスからのプッシュ通知である。いくつかの実施形態では、緊急通信はＳＭＳメッセ
ージである。いくつかの実施形態では、緊急通信は、デジタル処理デバイスによって救急
サービスに送られた緊急警報である。いくつかの実施形態では、デジタル処理デバイスは
、閾条件に達した時に救急サービスに最新のデジタル情報を提供する。いくつかの実施形
態では、デジタル情報は、デジタル処理デバイスによって保存された情報を含む。いくつ
かの実施形態では、デジタル情報は、関係するデバイスからの情報を含む。いくつかの実
施形態では、デジタル情報は、リモートサーバーに保存された情報を含む。いくつかの実
施形態では、デジタル情報は、車両のコンピューティングデバイスに保存された情報を含
む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、ユーザー情報、健康情報、センサー情報
および位置情報の少なくとも１つを含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、ソ
ーシャルメディア、電子メール、ブラウジング履歴、ニュース、ブログ、オンラインアー
カイブ、国勢調査データベース、専門ネットワーク、およびオンラインの公記録の少なく
とも１つからの情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、救急サービスと
の通信セッションの進行中に、代替のデータチャネルを通じて救急サービスに伝送される
。いくつかの実施形態では、デジタル処理デバイスは、相当の期間、救急サービスにデジ
タル情報を周期的に伝送する。いくつかの実施形態では、緊急通信が終了した後、デジタ
ル処理デバイスは救急サービスにデジタル情報を伝送する。いくつかの実施形態では、デ
ジタル処理デバイスは、デジタル情報を更新し、および救急サービスに更新されたデジタ
ル情報を自発的に伝送する、または更新されたデジタル情報のデータリクエストを受ける
と伝送する。いくつかの実施形態では、デジタル情報はＡＰＩベースの暗号化されたＨＴ
ＴＰＳ、またはデータＳＭＳを介して伝送される。さらなる実施形態では、デジタル処理
デバイスは、救急サービスと通信する性能に基づいて、ＡＰＩベースの暗号化されたＨＴ
ＴＰＳおよびデータＳＭＳの１つを選択する。いくつかの実施形態では、デジタル処理デ
バイスはトークンを割り当てられ、該トークンは自身にタグ付けされたデータリクエスト
を事前認証し、ここでデジタル処理デバイスはトークンにタグ付けされたデータリクエス
トに応えてデジタル情報を伝送する。いくつかの実施形態では、デジタル処理デバイスは
、救急サービスからデータリクエストと認証を受け取ると、デジタル情報を伝送する。い
くつかの実施形態では、デジタル処理デバイスは、デジタル処理デバイスのユーザーが認
証を提供した後にのみ、デジタル情報を伝送する。いくつかの実施形態では、デジタル情
報は、位置情報、センサー情報、デバイス情報、ユーザー情報、およびソーシャルメディ
ア情報の１つ以上を含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、デジタル処理デバ
イスに関する位置情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、デジタル処理
デバイスのユーザーの現在の健康状態に関するセンサー情報を含む。いくつかの実施形態
では、デジタル情報はメタデータを含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は１つ
以上の過去および現在のデジタル情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル処理デ
バイスは、デジタル処理デバイス上の少なくとも１つのセンサー、デジタル処理デバイス
に近接するセンサー、デジタル処理デバイスに近接する通信装置に関係するセンサー、デ
ジタル処理デバイスとのネットワークにあるセンサー、およびデジタル処理デバイスとの
ネットワークにある通信装置に関係したセンサーの少なくとも１つからデジタル情報を得
る。いくつかの実施形態では、デジタル処理デバイスは、非アクティブモード中に緊急通
信を検出し、ここで緊急通信の検出は、非アクティブモードからデジタル処理デバイスを
起動する。いくつかの実施形態では、緊急事態は、デジタル処理デバイスまたはデジタル
処理デバイスのユーザーと無関係であり、ここで緊急通信は、緊急事態についてのデジタ
ル情報に関する救急サービスからのデータリクエストを含む。いくつかの実施形態では、
デジタル処理デバイスは、伝送されたデジタル情報が救急サービスによって成功裡に受信
されたことを確認する。いくつかの実施形態では、デジタル処理デバイスは、情報が成功
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裡に受信されなかったと判定すると、救急サービスにデジタル情報を再伝送する。いくつ
かの実施形態では、デジタル処理デバイスは、デジタル処理デバイスから緊急援助の要請
を受信した後に救急サービスによって送信されたデータリクエストに応えて、デジタル情
報を伝送する。いくつかの実施形態では、該方法は、デジタル処理デバイスによって、ハ
ートビート信号で救急サービスのポーリングを行う工程を含む。さらなる実施形態では、
デジタル処理デバイスは、救急サービスからの応答を受信する。さらなる実施形態では、
デジタル処理デバイスは、データ同期を開始する命令を送る。さらなる実施形態では、応
答にはデータ同期の要請が含まれる。さらなる実施形態では、デジタル処理デバイスは、
データ同期が完了するまで、救急サービスにデジタル情報を周期的に送る。
【０００６】
　別の態様では、本明細書は、少なくとも１つのプロセッサー、メモリ、ネットワーク構
成要素、および緊急アプリケーションを生成するために少なくとも１つのプロセッサーに
よって実行可能な命令を含むコンピュータープログラム、を含むデジタル処理デバイスを
提供し、該デバイスは：ａ）救急サービスとの緊急通信を自発的に検出する通信検出モジ
ュール；ｂ）緊急通信に関係する緊急事態についてのデジタル情報を自発的に取得するデ
ータ取込みモジュール；およびｃ）緊急通信が検出されると、救急サービスと自発的にデ
ジタル情報を共有するデータ共有モジュール、を含む。いくつかの実施形態では、緊急通
信は、デジタル処理デバイスの固有のダイヤラーを介して開始された緊急通報である。さ
らなる実施形態では、固有のダイヤラーを介して開始された緊急通報は、緊急連絡先を呼
び出すことにより行なわれる。いくつかの実施形態では、緊急通信は、デジタル処理デバ
イスのユーザーによって選択されたワンタッチ呼出しオプションによって開始される。い
くつかの実施形態では、緊急通信はデジタル情報を要求する救急サービスからのプッシュ
通知である。いくつかの実施形態では、緊急通信はＳＭＳメッセージである。いくつかの
実施形態では、緊急通信は、デジタル処理デバイスによって救急サービスに送られた緊急
警報である。いくつかの実施形態では、デジタル処理デバイスは、閾条件に達した時に救
急サービスに最新のデジタル情報を提供する。いくつかの実施形態では、デジタル情報は
、デジタル処理デバイスによって保存された情報を含む。いくつかの実施形態では、デジ
タル情報は、関係するデバイスからの情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル情
報は、リモートサーバーに保存された情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル情
報は、車両のコンピューティングデバイスに保存された情報を含む。いくつかの実施形態
では、デジタル情報は、ユーザー情報、健康情報、センサー情報および位置情報の少なく
とも１つを含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、ソーシャルメディア、電子
メール、ブラウジング履歴、ニュース、ブログ、オンラインアーカイブ、国勢調査データ
ベース、専門ネットワーク、およびオンラインの公記録の少なくとも１つからの情報を含
む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、救急サービスとの通信セッションの進行
中に、代替のデータチャネルを通じて救急サービスに伝送される。いくつかの実施形態で
は、デジタル処理デバイスは、相当の期間、救急サービスにデジタル情報を周期的に伝送
する。いくつかの実施形態では、緊急通信が終了した後、デジタル処理デバイスは救急サ
ービスにデジタル情報を伝送する。いくつかの実施形態では、デジタル処理デバイスは、
デジタル情報を更新し、および救急サービスに更新されたデジタル情報を自発的に伝送す
る、または更新されたデジタル情報のデータリクエストを受けると伝送する。いくつかの
実施形態では、デジタル情報はＡＰＩベースの暗号化されたＨＴＴＰＳ、またはデータＳ
ＭＳを介して伝送される。さらなる実施形態では、デジタル処理デバイスは、救急サービ
スと通信する性能に基づいて、ＡＰＩベースの暗号化されたＨＴＴＰＳおよびデータＳＭ
Ｓの１つを選択する。いくつかの実施形態では、デジタル処理デバイスはトークンを割り
当てられ、該トークンは自身にタグ付けされたデータリクエストを事前認証し、ここでデ
ジタル処理デバイスはトークンにタグ付けされたデータリクエストに応えてデジタル情報
を伝送する。いくつかの実施形態では、デジタル処理デバイスは、救急サービスからデー
タリクエストと認証を受け取ると、デジタル情報を伝送する。いくつかの実施形態では、
デジタル処理デバイスは、デジタル処理デバイスのユーザーが認証を提供した後にのみ、
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デジタル情報を伝送する。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、位置情報、センサ
ー情報、デバイス情報、ユーザー情報、およびソーシャルメディア情報の１つ以上を含む
。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、デジタル処理デバイスに関する位置情報を
含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、デジタル処理デバイスのユーザーの現
在の健康状態に関するセンサー情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報はメ
タデータを含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は１つ以上の過去および現在の
デジタル情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル処理デバイスは、デジタル処理
デバイス上の少なくとも１つのセンサー、デジタル処理デバイスに近接するセンサー、デ
ジタル処理デバイスに近接する通信装置に関係するセンサー、デジタル処理デバイスとの
ネットワークにあるセンサー、およびデジタル処理デバイスとのネットワークにある通信
装置に関係したセンサーの少なくとも１つからデジタル情報を得る。いくつかの実施形態
では、デジタル処理デバイスは、非アクティブモード中に緊急通信を検出し、ここで緊急
通信の検出は、非アクティブモードからデジタル処理デバイスを起動する。いくつかの実
施形態では、緊急事態は、デジタル処理デバイスまたはデジタル処理デバイスのユーザー
と無関係であり、ここで緊急通信は、緊急事態についてのデジタル情報に関する救急サー
ビスからのデータリクエストを含む。いくつかの実施形態では、デジタル処理デバイスは
、伝送されたデジタル情報が救急サービスによって成功裡に受信されたことを確認する。
いくつかの実施形態では、デジタル処理デバイスは、情報が成功裡に受信されなかったと
判定すると、救急サービスにデジタル情報を再伝送する。いくつかの実施形態では、デジ
タル処理デバイスは、デジタル処理デバイスから緊急援助の要請を受信した後に救急サー
ビスによって送信されたデータリクエストに応えて、デジタル情報を伝送する。いくつか
の実施形態では、デジタル処理デバイスは、ハートビート信号で救急サービスをポーリン
グする。さらなる実施形態では、デジタル処理デバイスは、救急サービスからの応答を受
信する。さらなる実施形態では、デジタル処理デバイスは、データ同期を開始する命令を
送る。さらなる実施形態では、応答にはデータ同期の要請が含まれる。さらなる実施形態
では、デジタル処理デバイスは、データ同期が完了するまで、救急サービスにデジタル情
報を周期的に送る。
【０００７】
　別の態様では、本明細書は、デジタル処理デバイス用の緊急アプリケーションを生成す
るためにプロセッサーによって実行可能な命令を含むコンピュータープログラムでコード
化された、非一時的コンピューター可読記憶媒体を提供し、該アプリケーションは：ａ）
救急サービスとの緊急通信を自発的に検出する通信検出モジュール；ｂ）緊急通信に関係
する緊急事態についてのデジタル情報を自発的に取得するデータ取込みモジュール；およ
びｃ）緊急通信が検出されると、救急サービスと自発的にデジタル情報を共有するデータ
共有モジュール、を含む。いくつかの実施形態では、緊急通信は、デジタル処理デバイス
の固有のダイヤラーを介して開始された緊急通報である。さらなる実施形態では、固有の
ダイヤラーを介して開始された緊急通報は、緊急連絡先を呼び出すことにより行なわれる
。いくつかの実施形態では、緊急通信は、デジタル処理デバイスのユーザーによって選択
されたワンタッチ呼出しオプションによって開始される。いくつかの実施形態では、緊急
通信はデジタル情報を要求する救急サービスからのプッシュ通知である。いくつかの実施
形態では、緊急通信はＳＭＳメッセージである。いくつかの実施形態では、緊急通信は、
デジタル処理デバイスによって救急サービスに送られた緊急警報である。いくつかの実施
形態では、アプリケーションは、閾条件に達した時に救急サービスに最新のデジタル情報
を提供する。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、デジタル処理デバイスによって
保存された情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、関係するデバイスか
らの情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、リモートサーバーに保存さ
れた情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、車両のコンピューティング
デバイスに保存された情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、ユーザー
情報、健康情報、センサー情報および位置情報の少なくとも１つを含む。いくつかの実施
形態では、デジタル情報は、ソーシャルメディア、電子メール、ブラウジング履歴、ニュ
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ース、ブログ、オンラインアーカイブ、国勢調査データベース、専門ネットワーク、およ
びオンラインの公記録の少なくとも１つからの情報を含む。いくつかの実施形態では、デ
ジタル情報は、救急サービスとの通信セッションの進行中に、代替のデータチャネルを通
じて救急サービスに伝送される。いくつかの実施形態では、アプリケーションは、相当の
期間、救急サービスにデジタル情報を周期的に伝送する。いくつかの実施形態では、アプ
リケーションは、緊急通信が終了した後、救急サービスにデジタル情報を伝送する。いく
つかの実施形態では、アプリケーションは、デジタル情報を更新し、および救急サービス
に更新されたデジタル情報を自発的に伝送する、または更新されたデジタル情報のデータ
リクエストを受けると伝送する。いくつかの実施形態では、デジタル情報はＡＰＩベース
の暗号化されたＨＴＴＰＳ、またはデータＳＭＳを介して伝送される。さらなる実施形態
では、アプリケーションは、救急サービスと通信する性能に基づいて、ＡＰＩベースの暗
号化されたＨＴＴＰＳおよびデータＳＭＳの１つを選択する。いくつかの実施形態では、
アプリケーションはトークンを割り当てられ、該トークンは自身にタグ付けされたデータ
リクエストを事前認証し、ここでデジタル処理デバイスはトークンにタグ付けされたデー
タリクエストに応えてデジタル情報を伝送する。いくつかの実施形態では、アプリケーシ
ョンは、救急サービスからデータリクエストと認証を受け取ると、デジタル情報を伝送す
る。いくつかの実施形態では、アプリケーションは、デジタル処理デバイスのユーザーが
認証を提供した後にのみ、デジタル情報を伝送する。いくつかの実施形態では、デジタル
情報は、位置情報、センサー情報、デバイス情報、ユーザー情報、およびソーシャルメデ
ィア情報の１つ以上を含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、デジタル処理デ
バイスに関する位置情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、デジタル処
理デバイスのユーザーの現在の健康状態に関するセンサー情報を含む。いくつかの実施形
態では、デジタル情報はメタデータを含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は１
つ以上の過去および現在のデジタル情報を含む。いくつかの実施形態では、アプリケーシ
ョンは、デジタル処理デバイスの少なくとも１つのセンサー、デジタル処理デバイスに近
接するセンサー、デジタル処理デバイスに近接する通信装置に関係するセンサー、デジタ
ル処理デバイスとのネットワークにあるセンサー、およびデジタル処理とのネットワーク
にある通信装置に関係したセンサーの少なくとも１つからデジタル情報を得る。いくつか
の実施形態では、アプリケーションは、非アクティブモード中に緊急通信を検出し、ここ
で緊急通信の検出は、非アクティブモードからデジタル処理デバイスを起動する。いくつ
かの実施形態では、緊急事態は、デジタル処理デバイスまたはデジタル処理デバイスのユ
ーザーと無関係であり、ここで緊急通信は、緊急事態に関するデジタル情報に関する救急
サービスからのデータリクエストを含む。いくつかの実施形態では、アプリケーションは
、伝送されたデジタル情報が救急サービスによって成功裡に受信されたことを確認する。
いくつかの実施形態では、アプリケーションは、情報が成功裡に受信されなかったと判定
すると、救急サービスにデジタル情報を再伝送する。いくつかの実施形態では、アプリケ
ーションは、デジタル処理デバイスから緊急援助の要請を受信した後に救急サービスによ
って送信されたデータリクエストに応えて、デジタル情報を伝送する。いくつかの実施形
態では、アプリケーションは、ハートビート信号で救急サービスをポーリングする。さら
なる実施形態では、アプリケーションは、救急サービスからの応答を受信する。さらなる
実施形態では、アプリケーションは、データ同期を開始する命令を送る。さらなる実施形
態では、応答にはデータ同期の要請が含まれる。さらなる実施形態では、アプリケーショ
ンは、データ同期が完了するまで、救急サービスにデジタル情報を周期的に送る。
【０００８】
　別の態様では、本明細書は、デジタル処理デバイスから緊急事態に関係するデジタル情
報を取得し、および緊急出動センターに情報を提供する方法を提供し、該方法は：ａ）緊
急管理システムによって、デジタル処理デバイスのユーザーに関する緊急事態に関係した
緊急通信を受信する工程；ｂ）緊急管理システムによって、緊急管理システムが緊急事態
に関係する現在のデジタル情報を持っていないことを判定する工程；ｃ）緊急管理システ
ムによって、デジタル処理デバイスに、緊急事態に関係するデジタル情報のリクエストを
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送信する工程；ｄ）緊急管理システムによって、デジタル処理デバイスから現在のデジタ
ル情報を取得する工程；およびｅ）緊急管理システムによって、緊急出動センターに現在
のデジタル情報を提供する工程、を含む。いくつかの実施形態では、緊急通信は、デジタ
ル処理デバイスの固有のダイヤラーを介して開始された緊急通報である。さらなる実施形
態では、固有のダイヤラーを介して開始された緊急通報は、緊急連絡先を呼び出すことに
より行なわれる。いくつかの実施形態では、緊急通信は、デジタル処理デバイスのユーザ
ーによって選択されたワンタッチ呼出しオプションによって開始される。いくつかの実施
形態では、緊急通信は、デジタル情報を要求する緊急管理システムによってデジタル処理
デバイスに送られたプッシュ通知である。いくつかの実施形態では、緊急通信はＳＭＳメ
ッセージである。いくつかの実施形態では、緊急通信は、デジタル処理デバイスによって
緊急管理システムに送られた緊急警報である。いくつかの実施形態では、デジタル情報は
、デジタル処理デバイスによって保存された情報を含む。いくつかの実施形態では、デジ
タル情報は、関係するデバイスからの情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル情
報は、リモートサーバーに保存された情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル情
報は、車両のコンピューティングデバイスに保存された情報を含む。いくつかの実施形態
では、デジタル情報は、ユーザー情報、健康情報、センサー情報および位置情報の少なく
とも１つを含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、ソーシャルメディア、電子
メール、ブラウジング履歴、ニュース、ブログ、オンラインアーカイブ、国勢調査データ
ベース、専門ネットワーク、およびオンラインの公記録の少なくとも１つからの情報を含
む。いくつかの実施形態では、緊急管理システムは、デジタル処理デバイスとの通信セッ
ションの進行中に、代替のデータチャネルを介してデジタル情報を受信する。いくつかの
実施形態では、デジタル情報はＡＰＩベースの暗号化されたＨＴＴＰＳ、またはデータＳ
ＭＳを介して伝送される。いくつかの実施形態では、緊急管理システムは、デジタル処理
デバイスと通信する性能に基づいて、ＡＰＩベースの暗号化されたＨＴＴＰＳおよびデー
タＳＭＳの１つを選択する。いくつかの実施形態では、緊急管理システムによって送られ
る要請は、要請を事前認証するトークンを含み、ここでデジタル処理デバイスは、トーク
ンにタグ付けされた要請に応えてデジタル情報を伝送する。いくつかの実施形態では、デ
ジタル処理デバイスは、緊急管理システムからデータリクエストと認証を受け取ると、デ
ジタル情報を伝送する。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、位置情報、センサー
情報、デバイス情報、ユーザー情報、およびソーシャルメディア情報の１つ以上を含む。
いくつかの実施形態では、デジタル情報は、デジタル処理デバイスに関する位置情報を含
む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、デジタル処理デバイスのユーザーの現在
の健康状態に関するセンサー情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報はメタ
データを含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は１つ以上の過去および現在のデ
ジタル情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル処理デバイスからのデジタル情報
は、デジタル処理デバイスの少なくとも１つのセンサー、デジタル処理デバイスに近接す
るセンサー、デジタル処理デバイスに近接する通信装置に関係するセンサー、デジタル処
理デバイスとのネットワークにあるセンサー、およびデジタル処理デバイスとのネットワ
ークにある通信装置に関係したセンサーの少なくとも１つから得られる。いくつかの実施
形態では、該方法は、緊急管理システムによって、デジタル処理デバイスからハートビー
ト信号を受信する工程を含む。さらなる実施形態では、緊急管理システムはハートビート
信号に応答を送る。さらなる実施形態では、緊急管理システムは、データ同期を開始する
命令を送る。さらなる実施形態では、緊急管理システムは、データ同期を開始する命令を
受け取る。さらなる実施形態では、緊急管理システムは、データ同期が完了するまで、デ
ジタル処理デバイスからデジタル情報を周期的に受信する。
【０００９】
　別の態様では、本明細書は、少なくとも１つのプロセッサー、メモリ、ネットワーク構
成要素、および緊急通信セッションを管理するためにサーバーソフトウェアアプリケーシ
ョンを生成する少なくとも１つのプロセッサーによって実行可能な命令を含むコンピュー
タープログラム、を含む緊急管理システムを提供し、該アプリケーションは、緊急通信セ
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ッションを確立する緊急通信モジュールを含み、ここで緊急通信モジュールは：ａ）デジ
タル処理デバイスのユーザーに関する緊急事態に関係した緊急通信を受信する工程；ｂ）
緊急管理システムが緊急事態に関係する現在のデジタル情報を有さないことを判定する工
程；ｃ）デジタル処理デバイスに緊急事態に関係するデジタル情報のリクエストを送信す
る工程；ｄ）デジタル処理デバイスから現在のデジタル情報を取得する工程；およびｅ）
緊急出動センターに現在のデジタル情報を提供する工程、を行う。いくつかの実施形態で
は、緊急通信は、デジタル処理デバイスの固有のダイヤラーを介して開始された緊急通報
である。さらなる実施形態では、固有のダイヤラーを介して開始された緊急通報は、緊急
連絡先を呼び出すことにより行なわれる。いくつかの実施形態では、緊急通信は、デジタ
ル処理デバイスのユーザーによって選択されたワンタッチ呼出しオプションによって開始
される。いくつかの実施形態では、緊急通信は、デジタル情報を要求する緊急管理システ
ムによってデジタル処理デバイスに送られたプッシュ通知である。いくつかの実施形態で
は、緊急通信はＳＭＳメッセージである。いくつかの実施形態では、緊急通信は、デジタ
ル処理デバイスによって緊急管理システムに送られた緊急警報である。いくつかの実施形
態では、デジタル情報は、デジタル処理デバイスによって保存された情報を含む。いくつ
かの実施形態では、デジタル情報は、関係するデバイスからの情報を含む。いくつかの実
施形態では、デジタル情報は、リモートサーバーに保存された情報を含む。いくつかの実
施形態では、デジタル情報は、車両のコンピューティングデバイスに保存された情報を含
む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、ユーザー情報、健康情報、センサー情報
および位置情報の少なくとも１つを含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、ソ
ーシャルメディア、電子メール、ブラウジング履歴、ニュース、ブログ、オンラインアー
カイブ、国勢調査データベース、専門ネットワーク、およびオンラインの公記録の少なく
とも１つからの情報を含む。いくつかの実施形態では、緊急管理システムは、デジタル処
理デバイスとの通信セッションの進行中に、代替のデータチャネルを介してデジタル情報
を受信する。いくつかの実施形態では、デジタル情報はＡＰＩベースの暗号化されたＨＴ
ＴＰＳ、またはデータＳＭＳを介して伝送される。いくつかの実施形態では、緊急管理シ
ステムは、デジタル処理デバイスと通信する性能に基づいて、ＡＰＩベースの暗号化され
たＨＴＴＰＳおよびデータＳＭＳの１つを使用する。いくつかの実施形態では、緊急管理
システムによって送られる要請は、要請を事前認証するトークンを含み、ここでデジタル
処理デバイスは、トークンにタグ付けされた要請に応じてデジタル情報を伝送する。いく
つかの実施形態では、デジタル処理デバイスは、緊急管理システムからデータリクエスト
と認証を受け取ると、デジタル情報を伝送する。いくつかの実施形態では、デジタル情報
は、位置情報、センサー情報、デバイス情報、ユーザー情報、およびソーシャルメディア
情報の１つ以上を含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、デジタル処理デバイ
スに関する位置情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、デジタル処理デ
バイスのユーザーの現在の健康状態に関するセンサー情報を含む。いくつかの実施形態で
は、デジタル情報はメタデータを含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は１つ以
上の過去および現在のデジタル情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル処理デバ
イスからのデジタル情報は、デジタル処理デバイスの少なくとも１つのセンサー、デジタ
ル処理デバイスに近接するセンサー、デジタル処理デバイスに近接する通信装置に関係す
るセンサー、デジタル処理デバイスとのネットワークにあるセンサー、およびデジタル処
理デバイスとのネットワークにある通信装置に関係したセンサーの少なくとも１つから得
られる。いくつかの実施形態では、緊急管理システムはデジタル処理デバイスからハート
ビート信号を受信する。さらなる実施形態では、緊急管理システムはハートビート信号に
応答を送る。さらなる実施形態では、緊急管理システムは、データ同期を開始する命令を
送る。さらなる実施形態では、緊急管理システムは、データ同期を開始する命令を受け取
る。さらなる実施形態では、緊急管理システムは、データ同期が完了するまで、デジタル
処理デバイスからデジタル情報を周期的に受信する。
【００１０】
　別の態様では、本明細書は、緊急通信セッションを管理するためのサーバーソフトウェ
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アアプリケーションを生成するためにプロセッサーによって実行可能な命令を含むコンピ
ュータープログラムでコード化された、非一時的コンピューター可読記憶媒体を提供し、
該アプリケーションは、緊急通信セッションを確立する緊急通信モジュールを含み、ここ
で緊急通信モジュールは：ａ）デジタル処理デバイスのユーザーに関する緊急事態に関係
した緊急通信を受信する工程；ｂ）緊急管理システムが緊急事態に関係する現在のデジタ
ル情報を有さないことを判定する工程；ｃ）デジタル処理デバイスに緊急事態に関係する
デジタル情報のリクエストを送信する工程；ｄ）デジタル処理デバイスから現在のデジタ
ル情報を取得する工程；およびｅ）緊急出動センターに現在のデジタル情報を提供する工
程、を行う。いくつかの実施形態では、緊急通信は、デジタル処理デバイスの固有のダイ
ヤラーを介して開始された緊急通報である。さらなる実施形態では、固有のダイヤラーを
介して開始された緊急通報は、緊急連絡先を呼び出すことにより行なわれる。いくつかの
実施形態では、緊急通信は、デジタル処理デバイスのユーザーによって選択されたワンタ
ッチ呼出しオプションによって開始される。いくつかの実施形態では、緊急通信は、デジ
タル情報を要求する緊急管理システムによってデジタル処理デバイスに送られたプッシュ
通知である。いくつかの実施形態では、緊急通信はＳＭＳメッセージである。いくつかの
実施形態では、緊急通信は、デジタル処理デバイスによって緊急管理システムに送られた
緊急警報である。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、デジタル処理デバイスによ
って保存された情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、関係するデバイ
スからの情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、リモートサーバーに保
存された情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、車両のコンピューティ
ングデバイスに保存された情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、ユー
ザー情報、健康情報、センサー情報および位置情報の少なくとも１つを含む。いくつかの
実施形態では、デジタル情報は、ソーシャルメディア、電子メール、ブラウジング履歴、
ニュース、ブログ、オンラインアーカイブ、国勢調査データベース、専門ネットワーク、
およびオンラインの公記録の少なくとも１つからの情報を含む。いくつかの実施形態では
、緊急管理システムは、デジタル処理デバイスとの通信セッションの進行中に、代替のデ
ータチャネルを介してデジタル情報を受信する。いくつかの実施形態では、デジタル情報
はＡＰＩベースの暗号化されたＨＴＴＰＳ、またはデータＳＭＳを介して伝送される。い
くつかの実施形態では、緊急管理システムは、デジタル処理デバイスと通信する性能に基
づいて、ＡＰＩベースの暗号化されたＨＴＴＰＳおよびデータＳＭＳの１つを使用する。
いくつかの実施形態では、緊急管理システムによって送られる要請は、要請を事前認証す
るトークンを含み、ここでデジタル処理デバイスは、トークンにタグ付けされた要請に応
じてデジタル情報を伝送する。いくつかの実施形態では、デジタル処理デバイスは、緊急
管理システムからデータリクエストと認証を受け取ると、デジタル情報を伝送する。いく
つかの実施形態では、デジタル情報は、位置情報、センサー情報、デバイス情報、ユーザ
ー情報、およびソーシャルメディア情報の１つ以上を含む。いくつかの実施形態では、デ
ジタル情報は、デジタル処理デバイスに関する位置情報を含む。いくつかの実施形態では
、デジタル情報は、デジタル処理デバイスのユーザーの現在の健康状態に関するセンサー
情報を含む。いくつかの実施形態では、デジタル情報はメタデータを含む。いくつかの実
施形態では、デジタル情報は１つ以上の過去および現在のデジタル情報を含む。いくつか
の実施形態では、デジタル処理デバイスからのデジタル情報は、デジタル処理デバイスの
少なくとも１つのセンサー、デジタル処理デバイスに近接するセンサー、デジタル処理デ
バイスに近接する通信装置に関係するセンサー、デジタル処理デバイスとのネットワーク
にあるセンサー、およびデジタル処理デバイスとのネットワークにある通信装置に関係し
たセンサーの少なくとも１つから得られる。いくつかの実施形態では、アプリケーション
は、デジタル処理デバイスからハートビート信号を受信する。さらなる実施形態では、ア
プリケーションはハートビート信号に応答を送る。さらなる実施形態では、アプリケーシ
ョンは、データ同期を開始する命令を送る。さらなる実施形態では、アプリケーションは
、データ同期を開始する命令を受け取る。さらなる実施形態では、アプリケーションは、
データ同期が完了するまで、デジタル処理デバイスからデジタル情報を周期的に受信する
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。
【００１１】
＜引用による組み込み＞
　本明細書で言及されるすべての出版物、特許、および特許出願は、あたかも個々の出版
物、特許、または特許出願が参照により組み込まれるように具体的かつ個々に指示される
程度に、参照により本明細書に組み込まれる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
　本発明の新規な特徴は、特に、添付の特許請求の範囲内に明記される。本発明の特徴お
よび利点のより良い理解は、本発明の原理が用いられる実施形態を説明する以下の詳細な
説明と、以下の添付図面とを参照することによって得られるであろう。
【図１Ａ】デバイス、緊急管理システム、およびデバイスと緊急管理システム用のソフト
ウェアアプリケーションの実施形態を例示する。
【図１Ｂ】デバイス、緊急管理システム、およびデバイスと緊急管理システム用のソフト
ウェアアプリケーションの実施形態を例示する。
【図２】緊急事態に関係するデジタル情報を取得するための、デバイスおよび緊急管理シ
ステムを含むシステムの実施形態を例示する。
【図３Ａ】緊急事態に関係するデジタル情報が種々のシナリオにおいてどのように取得さ
れるのかを例示する。
【図３Ｂ】緊急事態に関係するデジタル情報が種々のシナリオにおいてどのように取得さ
れるのかを例示する。
【図３Ｃ】緊急事態に関係するデジタル情報が種々のシナリオにおいてどのように取得さ
れるのかを例示する。
【図４】緊急通信の検出のためにハートビート信号を送信する典型的な方法を例示する。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　１つの実施形態では、デジタル処理デバイスによって、救急サービスとの緊急通信を検
出し、および救急サービスに緊急事態の情報を知らせるデジタル情報を提供する方法が本
明細書に提供され、該方法は：ａ）デジタル処理デバイスによって、救急サービスとの緊
急通信を自発的に検出する工程；ｂ）デジタル処理デバイスによって、緊急事態に関する
デジタル情報を自発的に取得する工程；およびｃ）デジタル処理デバイスによって、緊急
通信が検出されると救急サービスにデジタル情報を自発的に提供する工程、を含む。
【００１４】
　特定の実施形態では、本明細書は、少なくとも１つのプロセッサー、メモリ、ネットワ
ーク構成要素、および緊急アプリケーションを生成するために少なくとも１つのプロセッ
サーによって実行可能な命令を含むコンピュータープログラム、を含むデジタル処理デバ
イスを提供し、該デバイスは：ａ）救急サービスとの緊急通信を自発的に検出する通信検
出モジュール；ｂ）緊急通信に関係する緊急事態についてのデジタル情報を自発的に取得
するデータ取込みモジュール；およびｃ）緊急通信が検出されると、救急サービスと自発
的にデジタル情報を共有するデータ共有モジュール、を含む。
【００１５】
　特定の実施形態では、本明細書は、デジタル処理デバイス用の緊急アプリケーションを
生成するために、プロセッサーによって実行可能な命令を含むコンピュータープログラム
でコード化された、非一時的コンピューター可読記憶媒体を提供し、該アプリケーション
は：ａ）救急サービスとの緊急通信を自発的に検出する通信検出モジュール；ｂ）緊急通
信に関係する緊急事態についてのデジタル情報を自発的に取得するデータ取込みモジュー
ル；およびｃ）緊急通信が検出されると、救急サービスと自発的にデジタル情報を共有す
るデータ共有モジュール、を含む。
【００１６】
　特定の実施形態では、本明細書は、デジタル処理デバイスから緊急事態に関係するデジ



(12) JP 6919978 B2 2021.8.18

10

20

30

40

50

タル情報を取得し、および緊急出動センターに情報を提供する方法を提供し、該方法は：
ａ）緊急管理システムによって、デジタル処理デバイスのユーザーに関する緊急事態に関
係した緊急通信を受信する工程；ｂ）緊急管理システムによって、緊急管理システムが緊
急事態に関係する現在のデジタル情報を持っていないことを判定する工程；ｃ）緊急管理
システムによって、デジタル処理デバイスに、緊急事態に関係するデジタル情報のリクエ
ストを送信する工程；ｄ）緊急管理システムによって、デジタル処理デバイスから現在の
デジタル情報を取得する工程；およびｅ）緊急管理システムによって、緊急出動センター
に現在のデジタル情報を提供する工程、を含む。
【００１７】
　特定の実施形態では、本明細書は、少なくとも１つのプロセッサー、メモリ、ネットワ
ーク構成要素、および緊急通信セッションを管理するためにサーバーソフトウェアアプリ
ケーションを生成する少なくとも１つのプロセッサーによって実行可能な命令を含むコン
ピュータープログラム、を含む緊急管理システムを提供し、該アプリケーションは、緊急
通信セッションを確立する緊急通信モジュールを含み、ここで緊急通信モジュールは：ａ
）デジタル処理デバイスのユーザーに関する緊急事態に関係した緊急通信を受信する工程
；ｂ）緊急管理システムが緊急事態に関係する現在のデジタル情報を有さないことを判定
する工程；ｃ）デジタル処理デバイスに緊急事態に関係するデジタル情報のリクエストを
送信する工程；ｄ）デジタル処理デバイスから現在のデジタル情報を取得する工程；およ
びｅ）緊急出動センターに現在のデジタル情報を提供する工程、を行う。
【００１８】
　特定の実施形態では、本明細書は、緊急通信セッションを管理するためのサーバーソフ
トウェアアプリケーションを生成するために、プロセッサーによって実行可能な命令を含
むコンピュータープログラムでコード化された、非一時的コンピューター可読記憶媒体を
提供し、該アプリケーションは、緊急通信セッションを確立する緊急通信モジュールを含
み、ここで緊急通信モジュールは：ａ）デジタル処理デバイスのユーザーに関する緊急事
態に関係した緊急通信を受信する工程；ｂ）緊急管理システムが緊急事態に関係する現在
のデジタル情報を有さないことを判定する工程；ｃ）デジタル処理デバイスに緊急事態に
関係するデジタル情報のリクエストを送信する工程；ｄ）デジタル処理デバイスから現在
のデジタル情報を取得する工程；およびｅ）緊急出動センターに現在のデジタル情報を提
供する工程、を行う。いくつかの実施形態では、緊急通信は、デジタル処理デバイスの固
有のダイヤラーを介して開始された緊急通報である。
【００１９】
＜特定の用語＞
　特に定義されていない限り、本明細書で使用されるすべての専門用語は、この発明が属
する分野の通常の当業者によって一般に理解されるものと同じ意味を有する。明細書およ
び添付の請求項で用いられるように、単数形「ａ」、「ａｎ」および「ｔｈｅ」は、文脈
が他に明確に指示していない限り、複数の参照を含む。本明細書の「または」への言及は
、特に他に明記のない限り、「および／または」を包含することを意図している。
【００２０】
　本明細書において使用されるように、「デバイス」は１つ以上の機能を備えて設計され
たデジタル処理デバイスである。「通信装置」は、通信コンポーネントを備えた装置を指
し、それは、無線チャネル、有線チャネル、またはそれらの任意の組み合わせを介して情
報を送受信する（例えばインターネット上で情報を送信／受信する）ことを可能にする。
典型的な通信装置として、携帯電話（例えばスマートフォン）、ラップトップ、デスクト
ップ、タブレット、ラジオ（例えばトランシーバー）、および車両通信システムがあげら
れる。いくつかの実施形態では、通信装置には、自動車セキュリティーシステム（例えば
ＯｎＳｔａｒ［登録商標］）、ホームセキュリティシステム、またはホームコントロール
システム（例えば、ネットワーク制御されたまたはスマートな、Ｗｉ－Ｆｉスマートサー
モスタットなどの温度調節、照明、エンターテインメント、および／またはドア開閉を提
供するためのネットワーク化された制御システム）が含まれる。いくつかの実施形態では
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、通信装置は、ウェアラブルデバイスである（例えば、ユーザーによって着用される通信
装置）。いくつかの実施形態では、通信（例えばウェアラブルデバイス）は１つ以上のセ
ンサーを含む。いくつかの実施形態では、通信装置は、通信ネットワーク、例えばセルラ
ーネットワークまたはインターネットに接続される。本明細書において使用されるように
、「モバイルワイヤレスデバイス」は、携帯用であり、および無線通信するデバイスを指
す。いくつかの実施形態では、ユーザーは、ユーザーの身体またはユーザーの車両にモバ
イルワイヤレスデバイスを着用または携帯する。典型的なモバイルワイヤレスデバイスと
して、携帯電話、ウェアラブルデバイス（例えばスマートウォッチ、フィットネストラッ
カー、ウェアラブルセンサー、スマートグラスなど）があげられる。
【００２１】
　本明細書において使用されるように、「援助の要請」は、要請または助けを求める、受
信者に送られたメッセージを指す。いくつかの実施形態では、緊急警報は援助の要請であ
る。いくつかの実施形態では、緊急警報は援助の要請を含む。いくつかの実施形態では、
緊急警報は、援助の要請および援助の要請に関係するデジタル情報を含む。いくつかの実
施形態では、援助の要請は、援助の緊急要請である（例えば、要請は緊急事態に関係して
いる）。いくつかの実施形態では、援助の要請は緊急事態に関係している。いくつかの実
施形態では、援助の要請は緊急表示を含む。さらなる実施形態、緊急表示は、交通事故、
警察関係の緊急事態、医学的な緊急事態、および火事の緊急事態から成る群の１つ以上か
ら選択される。いくつかの実施形態では、援助の要請は、非緊急事態に関係している（例
えば、自動車の故障後のレッカー車の要請）。いくつかの実施形態では、援助の要請は、
要請を送るデバイスに関係している。他の実施形態では、援助の要請は、要請を送らない
デバイスに関係している。本明細書において使用されるように、要請がデバイスまたはユ
ーザーを巻き込んだ緊急事態または非緊急事態に関係している場合、要請はデバイスまた
はユーザーに「関係している」。いくつかの実施形態では、要請は、デバイス（またはそ
のユーザー）に関係するデータを含む。いくつかの実施形態では、要請は、デバイスに関
係するデータセットを含む。例えば、いくつかの実施形態では、要請は、デバイスに関係
するデータセットを含み、該データセットは現在の位置データを含む。他の実施形態では
、援助の要請はデバイスに関係するデータとは別に送信および／または受信される。例え
ば、いくつかの実施形態では、要請がまず送信され、および受信者は続いて、緊急事態お
よび／または緊急事態に巻き込まれたデバイスまたはユーザーに関係するデータまたはデ
ータセットのリクエストを送信したデバイスを照会する。代替的に、いくつかの実施形態
では、要請がまず送信され、および受信者は続いて緊急事態に関係するデバイスに、緊急
事態および／または緊急事態に巻き込まれたデバイスまたはユーザーに関係するデータま
たはデータセットを問い合わせる。
【００２２】
　本明細書において使用されるように、「最初の応答者」は、緊急事態を処理する責任を
負った任意の人物を指す。いくつかの実施形態では、最初の応答者は、緊急事態を処理す
る責任を負った政府職員を指す。いくつかの実施形態では、最初の応答者は、特定の管轄
（例えば地方自治体、郡区、州など）を担当している。いくつかの実施形態では、最初の
応答者は、緊急出動センターによって緊急事態に割り当てられる。いくつかの実施形態で
は、最初の応答者は、ユーザー通信装置を介してユーザーによって出された緊急援助の要
請に応える。いくつかの実施形態では、最初の応答者には、１人以上の消防士、警官、救
急医療スタッフ、コミュニティのボランティア、民間の警備員、大学の保安要員、または
公衆および／または特定の住民のサブセットを保護および奉仕するために雇用された他の
人物が含まれる。
【００２３】
　本明細書において使用されるように、「受信者」は援助の要請を受け取る１人以上の人
物、サービスまたはシステムを指す。受信者は要請の種類に応じて変わる。いくつかの実
施形態では、受信者は救急サービスである。いくつかの実施形態では、援助の要請が緊急
事態（例えば２次緊急事態［ｔｉｅｒ　２　ｅｍｅｒｇｅｎｃｙ］）に関する場合、受信
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者は救急サービスである。いくつかの実施形態では、受信者は緊急管理システムである。
いくつかの実施形態では、受信者は緊急出動センターである。典型的な実施形態では、緊
急出動センターは、緊急電話番号への呼出しに答える責任を負ったコールセンターである
緊急応答機関である。いくつかの実施形態では、緊急出動センターは民間の警備派遣セン
ターである。いくつかの実施形態では、緊急出動センターは非公的派遣センターである。
いくつかの実施形態では、受信者は緊急出動センターであり、ここで要請はまず緊急管理
システムを介して送られる（例えば、要請はＥＭＳに送られるが、最終的にはＥＤＣに送
信される）。いくつかの実施形態では、受信者は、最初の応答者（例えば最初の応答者の
通信装置）である。いくつかの実施形態では、受信者は、救急サービスまたは救急要員で
はなく、例えば親類または友人である。そのような状況では、通信装置（またはメンバー
デバイスまたは第２のデバイス）のユーザーは、緊急援助を要求しないが、助けを必要と
している。例として、１グループのデバイスに属するメンバーデバイスのユーザーは、テ
ーマパークで迷子になった子供である。子供の親は、子供のメンバーデバイスと同じデバ
イスグループにある通信装置を持っている。親は、自身よりも子供の近くにいるテーマパ
ーク警備員に、子供のメンバーデバイスに代わって援助の要請を送るために、通信装置を
使用する。そして警備員は、親の通信装置によってアクセス許可を与えられたメンバーデ
バイスに関係するデータセットを使用して、速やかに子供を捕まえることができる。
【００２４】
　本明細書において使用されるように、「ユーザー」は、デバイス（例えば通信装置、メ
ンバーデバイス、第２のデバイス、最初の応答者のデバイスなど）に関係する１人以上の
人物を指す。いくつかの実施形態では、ユーザーは、援助の要請を出すデバイスを利用す
る。いくつかの実施形態では、ユーザーは、ネットワークアクセスサービスの有料加入者
、例えば携帯電話サービスの加入者である１人以上の人物を指す。いくつかの実施形態で
は、ユーザーは、ルーター、例えばＷｉ－Ｆｉルーターによってネットワークへのアクセ
スを得ており、およびアクセスサービスの有料加入者ではない任意の人物を指す。いくつ
かの実施形態では、ユーザーに関係するデバイスは、携帯される、またはユーザーの身体
に着用されるデバイスである（例えば電話またはウェアラブルデバイス）。いくつかの実
施形態では、ユーザーに関係するデバイスは携帯されず、またはユーザーの身体に着用さ
れない（例えば、ユーザーの家に設置されたホームセキュリティセンサーまたはカメラ、
ユーザーの車に設置された車両追跡システムなど）。
【００２５】
　本明細書において使用されるように、「データ」はデジタル情報を指す。いくつかの実
施形態では、データは、１つ以上の実体（例えばユーザー通信装置のユーザー）および／
または１つ以上の実体の特性に関する環境についてのデジタル情報を含む。いくつかの実
施形態では、実体は人物である。いくつかの実施形態では、実体はものである（例えば家
またはデバイス）。例えば、いくつかの実施形態では、データは、家に関係するホームセ
ンサーからのセンサーデータを含む。この例では、データはさらに１人以上の人物（例え
ば住宅所有者および／または住人）に関係している。いくつかの実施形態では、データは
メタデータを指す。いくつかの実施形態では、データは、通信装置のユーザーに関する健
康情報を含む。いくつかの実施形態では、データは、ユーザー通信装置のユーザーの周囲
の環境に関する情報を含む（例えば、周囲の温度、位置、高度、気圧、周囲騒音レベル、
周囲光レベル、周囲の地理など）。いくつかの実施形態では、データは、デバイスまたは
データベースにあらかじめ保存された他のユーザーに関する情報を含む（例えば、ユーザ
ーによって事前に定義されるような、ユーザー通信装置のユーザーに関係するデバイスグ
ループ内のデータベース）。いくつかの実施形態では、データセットは、ユーザー通信装
置の２人以上のユーザーからの情報を含み、ここで各ユーザーは現在の緊急事態の影響を
受けている。例として、２人の無関係なユーザーが車両の衝突に巻き込まれ、そして各ユ
ーザーは自身の通信装置を使用して個別に（交通事故用の）緊急要請を送る。この例にお
いて、個別の緊急要請は、緊急要請の時間、位置および緊急表示の近接性に基づいて、（
例えば緊急事態管理システムおよび／または緊急出動センターによって）同じ緊急事態に
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関連付けられる。その結果、この事故に関するデータセットは、両方のユーザー通信装置
からの情報を含む。この例において、データセットは、両方のデバイスからの位置情報（
例えばＧＰＳ座標）、一方または両方のデバイスに関するバイオセンサーデータ（例えば
、心拍数と血圧などのバイオセンサーデータは、外傷の場合には重要であり得る）、およ
び各ユーザーが運転する車両についての情報（例えば、デバイス上に保存された製造、モ
デル、および製造年の情報）を含む。いくつかの実施形態では、データは現在のデータを
含む。さらなる実施形態では、現在のデータは、インクリメントを含み、経過時間が１、
２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、
１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３
５、４０、４５、５０、５５、または６０分以下の情報を含む。さらなる実施形態では、
現在のデータは、経過時間が１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、
１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、または２４時間
以下の情報を含む。いくつかの実施形態では、データは過去のデータを含む。さらなる実
施形態では、過去のデータは、インクリメントを含み、経過時間が１、２、３、４、５、
６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０
、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３５、４０、４５、
５０、５５、または６０分以上の情報を含む。さらなる実施形態では、過去のデータは、
経過時間が１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５
、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、または２４時間以上の情報を含む
。いくつかの実施形態では、情報の経過時間は、情報が最初に収集された日付（例えば、
センサーが最初に、例えば心拍数などの感知されたパラメータを検出した時）から算出さ
れる。
【００２６】
　本明細書において使用されるように、「データセット」は、緊急事態および／または差
し迫った緊急事態に関する最も最近の関連情報を含むデジタル情報の集合を指す。データ
セットは、「メタデータセット」と同義で使用される。いくつかの実施形態では、「デー
タセット」は、ユーザーに関する情報、ユーザーおよび／またはユーザーデバイスの周囲
の環境に関する情報を含む。いくつかの実施形態では、データセットは、ユーザーの巻き
込まれていない緊急事態に関する情報の集合を指す（例えば、緊急事態には、デバイスま
たはデバイスに関係する何らかが巻き込まれている）。例として、一実施形態では、ホー
ムセキュリティ装置が救急サービス（例えば地元の消防署）に緊急要請（例えば内部サー
モスタットセンサーの読み取り値に基づいた火事の緊急事態）を送る場合、ホームセキュ
リティデバイスに関するデータセットは、家の周りに設置された１つ以上のサーモスタッ
トまたは熱感知器からのセンサー読み取り値を含む。いくつかの実施形態では、データセ
ットは、デバイスのデータベースまたはデータベースキャッシュに保存される（例えば通
信装置）。いくつかの実施形態では、データセットは、デバイス外のデータベースまたは
データベースキャッシュに保存される（例えばネットワーク上）。いくつかの実施形態で
は、データセットは、緊急管理システムのデータベースまたはデータベースキャッシュに
保管される。
【００２７】
　本明細書において使用されるように、「緊急データ」は、緊急事態を認識する人物また
は状況に関するデジタル情報を指す。いくつかの実施形態では、緊急データは、緊急事態
に巻き込まれたデバイス（例えば、緊急事態に巻き込まれた人物が所有するデバイス）上
の情報を含む。いくつかの実施形態では、緊急データは、緊急事態の種類（例えば自動車
事故、犯罪、医学的緊急事態、または火事の緊急事態）、緊急援助を要請するデバイスの
ユーザーに関係するデータ（例えば、ユーザーのデバイスに関する位置データ）、ユーザ
ーの近くにいる他のユーザーに関するデータ、および緊急事態に巻き込まれたデバイスに
関するデータを含む。いくつかの実施形態では、緊急データは、位置データ、健康データ
、ユーザーデータおよびセンサーデータの１つ以上を含む。
【００２８】
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　用語「位置データ」は、本明細書で使用されるように、ＧＰＳの位置情報の、Ｗｉ－Ｆ
ｉによる位置情報、ユーザーの通信装置にユーザーが手動で入力した位置情報、３つ以上
の別個の携帯電話基地局からの受信信号強度の三角測量によって得られたセルラーネット
ワーク提供者からの位置情報、Ｗｉ－Ｆｉルーターで受信した受信信号強度（ＲＳＳＩ）
、および／またはＷｉ－Ｆｉルーターで受信した信号の信号強度から抽出されたユーザー
の通信装置から送られたデジタル信号の位置情報、および他の位置情報の形態、の少なく
とも１つに関するデジタル情報を指す。いくつかの実施形態では、位置データは、位置決
定法を使用して判定されたデバイスの位置を含む。さらなる実施形態では、位置決定法は
、ＧＰＳ衛星三角測量、携帯電話基地局三角測量、Ｗｉ－Ｆｉ三角測量、Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ三角測量、ＲＳＳＩ、飛行時間法、到着角、指絞採取、気圧、またはそれらの任意の
組み合わせから選択される。いくつかの実施形態では、位置は、より正確な位置を得るた
めに、２つ以上の方法を併用して判定される。いくつかの実施形態では、位置データは、
座標（例えばＸＹＺ座標、経度、緯度、高度など）、住所（例えば、緊急応答のために現
在実行可能な位置を提供する座標に等しい住所）を含む。いくつかの実施形態では、位置
データは、過去の位置（例えばユーザーが過去に移動した場所）を含む。いくつかの実施
形態では、過去の位置は、インクリメントを含み、１、２、３、４、５、１０、１５、２
０、２５、３０、４０、５０または６０分以上経過した、ユーザーおよび／またはユーザ
ーデバイスの１つ以上の位置を含む。いくつかの実施形態では、過去の位置は、１、２、
３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８
、１９、２０、２１、２２、２３、または２４時間以上経過した、ユーザーおよび／また
はユーザーデバイスの１つ以上の位置を含む。いくつかの実施形態では、位置データは現
在の位置を含み、現在の位置は、インクリメントを含み、過去１、２、３、４、５、１０
、１５、２０、２５、３０、４０、５０または６０分以内の、ユーザーおよび／またはユ
ーザーデバイスの１つ以上の位置を含む。いくつかの実施形態では、位置データは現在の
位置を含み、現在の位置は、過去１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１
２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、または２４
時間以内の、ユーザーおよび／またはユーザーデバイスの１つ以上の位置を含む。
【００２９】
　本明細書において使用されるように、「健康データ」は、デバイスのユーザーの医療情
報に関係するデジタル情報を指す。いくつかの実施形態では、健康データは、例えば過去
の病気、外科手術、食物および／または薬物アレルギー、疾患、障害、医学的診断情報（
例えば遺伝子プロフィールのスクリーニング）、またはそれらの任意の組み合わせなどの
病歴を含む。いくつかの実施形態では、健康データは家族病歴（例えば乳癌の家族歴）を
含む。例えばいくつかの実施形態では、健康データは、例えば現在の症状、現在の薬物治
療、および／または現在の病気または疾患などの現在の健康情報を含む。いくつかの実施
形態では、健康データは、ユーザーの年齢、身長、体重、血液型、および／または他の生
物測定を含む。いくつかの実施形態では、健康データは、医療保険の携行性と責任に関す
る法律（ＨＩＰＡＡ）によって規定されるような、（例えば、患者の機密性および／また
はプライバシーを保護する目的の）身元確認可能な患者情報の「制限されたデータセット
」を含む。いくつかの実施形態では、病歴は、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１
０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３
、または２４時間以上経過した医療情報を含む。いくつかの実施形態では、病歴は、１、
２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、
１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、または３
０日以上経過した医療情報を含む。いくつかの実施形態では、現在の健康情報は、経過時
間が１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６
、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、または２４時間以下の情報を含む。いく
つかの実施形態では、現在の健康情報は、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、
１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２
４、２５、２６、２７、２８、２９、または３０日以上経過した医療情報を含む。
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【００３０】
　本明細書において使用されるように、「ユーザーデータ」は、デバイスのユーザーに関
係するデジタル情報を指す。いくつかの実施形態では、ユーザーデータは、ユーザーのア
イデンティティ、ユーザー名、身長、体重、目の色、髪色、エスニシティー、国籍、宗教
、話す言語、視力（例えば、ユーザーが矯正レンズを必要とするかどうか）、自宅住所、
勤務先住所、職業、家族情報、ユーザー連絡先情報、緊急連絡先情報、社会保障番号、外
国人登録番号、運転免許番号、車両ＶＩＮ、臓器提供者（例えば、ユーザーが臓器提供者
かどうか）、またはそれらの任意の組み合わせを含む。いくつかの実施形態では、ユーザ
ーデータはユーザー入力によって得られる。
【００３１】
　本明細書において使用されるように、「センサーデータ」は、１つ以上のセンサーによ
って取得または提供されたデジタル情報を指す。いくつかの例では、センサーはデバイス
に関連付けられている（例えば、ユーザーは、例えば心拍数モニターまたは歩数計などの
ウェアラブルセンサーとのＢｌｕｅｔｏｏｔｈによるデータリンクを備えた通信装置を持
っている）。したがって、いくつかの実施形態では、デバイスは、センサーからセンサー
データを取得する（例えば、心拍数モニターからの心拍数、または歩数計からの移動距離
）。いくつかの例では、センサーデータは、緊急事態に関連する（例えば心臓緊急状態事
象中の心拍数）。いくつかの実施形態では、センサーおよび／またはセンサーデバイスと
して、音響センサー、酒気検査器、二酸化炭素センサー、一酸化炭素センサー、赤外線セ
ンサー、酸素センサー、オゾン計、ｐＨセンサー、煙探知器、電流センサー（例えば、ワ
イヤーの電流を検出する）、磁力計、金属探知器、無線方位測定機、検電器、エアフロー
メータ、風速計、流れセンサー、ガスメーター、水量計、ガイガー計数管、高度計、対気
速度計、測深機、ジャイロスコープ、コンパス、走行距離計、衝撃検知器（例えば、衝撃
を測定するフットボール用ヘルメット上にある）、気圧計、圧力計（例えば、緊急事態中
に人物がどの階にいるかを位置付けるための高度推定用）、温度計、近接センサー、人感
センサー（例えばホームセキュリティシステム）、占有センサー、またはそれらの任意の
組み合わせがあげられ、およびいくつかの実施形態では、センサーデータは先のセンサー
のいずれかから得られた情報を含む。いくつかの実施形態では、センサーは自動車などの
車両に設置される。いくつかの実施形態では、車両センサーは、加速度計、カメラ（例え
ば写真および／またはビデオフィードを提供するもの）、衝突センサー、スロットル位置
センサー、多岐管における絶対圧力センサー、エンジン冷却温度センサー、流入空気量セ
ンサー、クランクシャフト位置センサー、カムシャフト位置センサー、爆ごうセンサー、
酸素センサー、吸収空気温度センサー、ＥＧＲ位置センサー、ＥＧＲ温度センサー、空燃
比メーター、死角モニター、縁石フィーラー、欠陥検出器、駐車センサー、レーダーガン
、速度計、タイヤ圧力センサー、トルクセンサー、トランスミッションフルード（流体）
温度センサー、車速センサー、水センサー、および車輪速度センサーの１つ以上を含む。
いくつかの実施形態では、１つ以上のセンサーは、ユーザーデバイスと物理的に離れてい
る。さらなる実施形態では、１つ以上のセンサーは、ユーザーデバイスにセンサーデータ
を取得する権限を与える。さらなる実施形態では、１つ以上のセンサーは自発的に、ユー
ザーデバイスにセンサーデータを提供または送信する。いくつかの実施形態では、ユーザ
ーデバイスおよび１つ以上のセンサーは、同じデバイスグループに属し、ここでメンバー
デバイスは、データを共有する権限を与えられている。いくつかの実施形態では、ユーザ
ーデバイスは１つ以上のセンサーを含む（例えば、ユーザーデバイスはセンサーまたはセ
ンサーコンポーネントを有するウェアラブルデバイスである）。いくつかの実施形態では
、センサーは、センサー数値における既知の精度または不確実性を提供するために、１つ
以上の較正基準または較正プロセスを使用して較正される。
【００３２】
　本明細書において使用されるように、「通信リンク」は、ネットワーク上の、デバイス
（例えば通信装置）から別のデバイスへの、または仲介デバイス（例えばルーター）への
通信経路を指す。いくつかの実施形態では、通信装置は、情報（例えばデバイスの位置）
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を転送するために、または、例えば通信装置（例えば最初の応答者のデバイス）に関係す
る援助要請を割り当てられた最初の応答者の位置などの受信者からの情報を取得するため
に、別のデバイスまたは仲介デバイスとの通信リンクを確立する。通信リンクは、固定通
信チャネル、二地点間およびエンドツーエンドのデータセッション、および通信チャネル
を円滑化する物理的なハードウェア（例えば、情報を通信／伝送するために使用されるア
ンテナ）を指す。いくつかの実施形態では、データセッションは、セッションパラメータ
、およびあるデバイスから別のデバイスへのネットワークルートを含む。
【００３３】
　本明細書において使用されるように、「データチャネル」は２つのデバイス間の通信セ
ッションを指し、データパケットがデバイス間で交換される。いくつかの実施形態では、
データセッションは、「ハンドシェイク信号」とも呼ばれる特定のデータパケットの交換
を使用して構成され、それはデータセッションの性能を規定することができる。例えば、
いくつかの実施形態では、データセッション「ハンドシェイク」は、データセッションを
介して、マルチメディアデータ、音声データおよび他のデータを転送する性能のために提
供される。いくつかの実施形態では、データセッションは、ハンドシェイク信号を使用せ
ずに構成され、ここで関与する２つのデバイスが、あらかじめ定義されたプロトコル（例
えば、１つのあらかじめ同意したプロトコル）に従ってデータパケットを共有する。いく
つかの実施形態では、データセッションはＥＭＳを通じて送られ、それは、データセッシ
ョンの一部であるデバイスのいずれかからのマルチメディア、音声、および／または他の
データを保存する。さらなる実施形態では、ＥＭＳは、データセッションからのデータを
他のデバイス（例えば最初の応答者のデバイス）と共有する。いくつかの実施形態では、
ＥＭＳはデータセッションを管理する。
【００３４】
＜デバイスのモードと状態＞
　いくつかの実施形態では、緊急援助を要請するようにユーザーに促す緊急事態が生じた
とき、通信装置は１つ以上の状態にある。例えば、いくつかの実施形態では、通信装置の
電源がオンであるが、休止またはスリープ状態にあるとき、ディスプレイは消される。い
くつかの実施形態では、デバイスは、少なくとも２つのモードを含む。いくつかの実施形
態では、デバイスは２つのモードを含む。いくつかの実施形態では、デバイスは３つのモ
ードを含む。いくつかの実施形態では、デバイスはアクティブモードを含む。アクティブ
モードの特徴は、ディスプレイが電源オンであり、および１つ以上の対話型要素を表示す
ることにある。いくつかの実施形態では、デバイスは非アクティブモードを含む。非アク
ティブモードの特徴は、ディスプレイの電源がオフになっており、何の対話型要素も表示
しないことにある。特定の実施形態では、デバイスはアクティブモードと非アクティブモ
ードの両方を含む。いくつかの実施形態では、ユーザーは、緊急通信を開始するために、
非アクティブモードにあるデバイスの１つ以上の物理的な対話型要素（例えばハードボタ
ン）とインタラクトする。いくつかの実施形態では、ユーザーは、緊急通信を開始するた
めに、アクティブモードにあるデバイス上の１つ以上の非物理的な対話型要素（例えばソ
フトボタン）とインタラクトする。いくつかの実施形態では、ディスプレイが非アクティ
ブモードにあるとき、通信装置は、例えばスリープまたは休止状態などの１つ以上のデバ
イス状態にある。いくつかの実施形態では、ディスプレイがアクティブモードにあるとき
、通信装置は、例えばロック状態、アンロック状態（例えば、画面がロック解除されてお
り、ユーザーはデバイスの機能に完全なアクセスが可能）、機内モードなどの１つ以上の
デバイス状態にある。ロック状態は、デバイスがロックされ、およびアクセス不能な場合
（例えば、ユーザーが正しいパスワードを入力することができない）を指す。アンロック
状態は、ロック解除されてアクセス可能になった（例えば、ユーザーが正しいパスワード
を入力した）後のデバイスを指す。機内モードは、通信が切られている場合（例えば、ユ
ーザーがまもなく離陸しようとしている飛行機に乗っており、携帯電話、Ｗｉ－Ｆｉ、お
よびＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信を切るように指示された場合）を指す。
【００３５】
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　くつかの実施形態では、緊急通信を検出する時、デバイスは非アクティブモードにある
。いくつかの実施形態では、緊急通信を検出する時、デバイスはアクティブモードにある
。いくつかの実施形態では、緊急通信を検出する時、デバイスはロック状態またはアンロ
ック状態にある。様々な実施形態では、デバイスは、デバイスのモードまたは状態にかか
わらず、デバイスの位置情報などのデジタル情報を自発的に救急サービスに供することに
よって、緊急通信の検出に応答する。様々な実施形態では、デバイスは、デバイスのモー
ドまたは状態にかかわらず、デバイスの位置情報などのデジタル情報を救急サービスに供
することによって、救急サービスからのデジタル情報のリクエストに応える。
【００３６】
＜ワンタッチ緊急通信＞
　くつかの実施形態では、緊急通信は、ユーザーによるワンタッチインタラクションを介
して、デジタル処理デバイスまたは関係するデバイスによって開始される。いくつかの実
施形態では、デバイスは、通信装置のユーザーからの緊急援助の要請の開始として例えば
タッチ、スワイプ、音声、タップ、またはユーザーインタラクションの他の形態などのシ
ングルユーザーインタラクションを含むワンタッチインタラクションを認識するように構
成される。いくつかの実施形態では、ユーザーインタラクションは、通信装置に緊急援助
を要請する呼出しを開始させるユーザーからのワンタッチインタラクションである。他の
実施形態では、ユーザーインタラクションは、連続した２つの（ダブルタッチ）ユーザー
インタラクションである。いくつかの実施形態では、通信装置は、通信装置のユーザーの
アイデンティティを認証または確認するために、第１または第２のユーザーインタラクシ
ョンのいずれかを使用する。いくつかの実施形態では、通信装置は、ユーザー認証の後に
救急サービス（例えば緊急管理システムまたは緊急出動センター）に緊急援助の要請を送
信する。いくつかの実施形態では、要請は、ユーザーに緊急援助を提供する際に緊急応答
要員にとって重要な、ユーザーに関する情報またはデータ（例えば、ユーザー名、健康記
録、緊急連絡先情報、家族情報、またはそれらの組み合わせ）を含む。
【００３７】
　くつかの実施形態では、ワンタッチプロセスは、デジタル処理デバイスの物理的または
非物理的な対話型要素とのシングルインタラクションを含む。例えば、１つの特定の実施
形態では、ワンタッチプロセスは少なくとも５秒間、ホームボタンを押すことを含む。い
くつかの実施形態では、ワンタッチインタラクションは、デバイスディスプレイ上のソフ
トボタンとのユーザーインタラクションである。いくつかの実施形態では、ワンタッチイ
ンタラクションは、デバイスディスプレイ上のハードボタンとのユーザーインタラクショ
ンである。いくつかの実施形態では、緊急通信は、音声コマンド（例えば、「タッチなし
」の緊急通信／要請）によって開始される。いくつかの実施形態では、音声コマンドはユ
ーザーによって設定される。いくつかの実施形態では、音声コマンドは、例えばパスワー
ドの入力によってデバイスをロック解除する必要なく、緊急通信を送る権限をユーザーに
与える音声認証を提供する。
【００３８】
＜通信検出モジュール＞
　くつかの実施形態では、通信装置は、例えば緊急通信などの通信を検出するためのソフ
トウェアモジュールを含む。いくつかの実施形態では、ソフトウェアモジュールは通信検
出モジュールと呼ばれる。いくつかの実施形態では、データ共有モジュールの１つ以上の
機能は、本明細書に記載される１つ以上の他のソフトウェアモジュールによって実行され
る。いくつかの実施形態では、通信検出モジュールは、通信装置と受信者、例えば救急サ
ービスとの間の進行中の緊急通信を検出することによって、緊急通信を検出する。いくつ
かの実施形態では、通信検出モジュールは、通信装置によって受信者に送られた、または
受信者から受け取った通信を検出することによって、緊急通信を検出する。いくつかの実
施形態では、インクリメントを含む、在時間（検出が行なわれた時間）よりも１、２、３
、４、５、６、７、８、９、１０、１５、２０、２５、３０、３５、４０、４５、５０、
５５または６０秒前に通信が送られた場合のみ、緊急通信が検出される。いくつかの実施
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形態では、インクリメントを含む、在時間よりも１、２、３、４、５、６、７、８、９、
１０、１５、２０、２５、３０、３５、４０、４５、５０、５５または６０分前に通信が
送られた場合のみ、緊急通信が検出される。
【００３９】
　くつかの実施形態では、通信検出モジュールは緊急通信を自発的に判定および／または
確認する（例えばユーザー入力を要求せずに）。いくつかの実施形態では、通信検出モジ
ュールは、メンバーデバイスによって送られた援助の要請の検出によって、緊急通信を判
定および／または確認する（例えば、メンバーデバイスは既に援助の要請を送信している
）。
【００４０】
　いくつかの実施形態では、緊急通信は、デジタル処理デバイスの固有のダイヤラー（例
えば９－１－１通報）によって行われた緊急通報である。いくつかの実施形態では、通信
検出モジュールは、固有のダイヤラーによってなされた通報を検出する。いくつかの実施
形態では、電話は、固有のダイヤラーによって行われた緊急通報を検出することができな
い。その結果、いくつかの実施形態では、緊急通報を受信する救急サービスは次に、デジ
タル処理デバイスからのデジタル情報を要請し（例えばプッシュ通知によって）、ここで
要請は通信検出モジュールによって検出される緊急通信である。いくつかの実施形態では
、固有のダイヤラーによってなされた緊急通報は、保存された緊急連絡先になされる（例
えば９１１、地元の警察署、消防署、病院、民間のセキュリティサービスまたは家族）。
【００４１】
　いくつかの実施形態では、通信検出モジュールは、デジタル処理デバイスと救急サービ
スの間の緊急通信を検出する。いくつかの実施形態では、通信検出モジュールは、デジタ
ル処理デバイス以外のデバイスと救急サービスとの間の緊急通信を検出する。さらなる実
施形態では、通信検出モジュールは、デジタル処理デバイスに関係するデバイスと救急サ
ービスとの間の緊急通信を検出する。いくつかの実施形態では、関係するデバイスは、携
帯電話、ウェアラブルデバイス（例えばスマートウォッチ、フィットネスモニター、スマ
ートグラスなど）、タブレット、ラップトップ、デスクトップコンピューター、ネットワ
ーク化されたセンサー（例えば、センサー、またはネットワークに接続されたセンサーを
含むデバイス、別名モノのインターネット／ＩｏＴセンサー）、または自動車のコンソー
ルである。いくつかの実施形態では、関係するデバイスは、データの共有および／または
緊急事態中の相互の通信が可能なように、ユーザーによってデジタル処理デバイスとリン
クされたデバイスである。いくつかの実施形態では、デバイスは、データを共有し、およ
び／または互いに通信するように構成される場合、デジタル処理デバイスの関係するデバ
イスである。いくつかの実施形態では、関係するデバイスとデジタル処理デバイスが、携
帯電話接続、衛星、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、Ｗｉ－Ｆｉおよびインターネットの少なくとも
１つによって接続される。例えば、いくつかの実施形態では、ユーザーの携帯電話とスマ
ートウォッチが、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ接続によって接続される。
【００４２】
＜データ取込みモジュール＞
　いくつかの実施形態では、通信装置は、緊急事態に関するデジタル情報を得るためのソ
フトウェアモジュールを含む。いくつかの実施形態では、ソフトウェアモジュールはデー
タ取込みモジュールと呼ばれる。いくつかの実施形態では、データ取込みモジュールの１
つ以上の機能は、本明細書に記載される１つ以上の他のソフトウェアモジュールによって
実行される。いくつかの実施形態では、デジタル情報は、本明細書において別記されるよ
うなセンサーデータ、ユーザーデータ、健康データおよび位置データの少なくとも１つを
含む。いくつかの実施形態では、データ取込みモジュールは、通信装置に関係するデータ
（例えばデジタル情報）を取得し、および通信装置に関係するデータセットを更新するた
めにデータを使用する。いくつかの実施形態では、データ取込みモジュールは、自発的に
通信装置に関するデータを取得する。いくつかの実施形態では、データ取込みモジュール
は、通信装置以外のソースから通信装置に関するデータを得る。例えば、いくつかの実施
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形態では、データ取込みモジュールは、通信装置に関係する１つ以上のセンサー（例えば
通信装置とＢｌｕｅｔｏｏｔｈ接続をしているウェアラブル心臓モニター）からデータを
取得する。いくつかの実施形態では、ソースは、通信装置と直接（例えばＢｌｕｅｔｏｏ
ｔｈまたはＷｉ－Ｆｉ接続によって）または間接的に通信することができる（例えば、ル
ーターまたは仲介デバイスを介して、またはインターネット上で通信）外部センサーであ
る。いくつかの実施形態では、ソースは通信装置の関係するデバイスである。例えば、い
くつかの実施形態では、関係するデバイスは、通信装置の近くにあるウェアラブルデバイ
ス、携帯電話、非常ボタン、またはセンサー（例えばセキュリティーカメラ、デジタル温
度計など）である。いくつかの実施形態では、通信装置の近くにあるデバイスは、通信装
置の位置から１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１５、２０、２５、３０、３
５、４０、４５、５０、５５、６０、６５、７０、７５、８０、８５、９０、９５または
１００メートル以内の位置を占め、これらにはインクリメントが含まれる。
【００４３】
　いくつかの実施形態では、データ取込みモジュールはデータを周期的に取得する。いく
つかの実施形態では、データ取込みモジュールはデータを非周期的に取得する（例えば定
期的な間隔ではない）。いくつかの実施形態では、データ取込みモジュールはデータを連
続的に（例えば、５秒おきなどの短い間隔で絶えず）取得する。いくつかの実施形態では
、データ取込みモジュールは、何のデータを取得するか（例えば位置データ、ユーザーデ
ータ、センサーデータ、またはデータの任意の組み合わせ）、どのようにデータを取得す
るか（例えば、メンバーデバイスから直接、別のメンバーデバイスから間接的に、デバイ
スのグループに関するデータを保存するキャッシュデータベースから、ＥＭＳから等）、
およびどの程度頻繁にデータを取得するか（例えば、Ｘ分またはＸ時間おきに、または現
在の位置データが変化するたびに）を決定するために、ユーザーによって構成可能な設定
を含む。いくつかの実施形態では、タスクの周期性は、多くのヒューリスティックスに基
づいた指数関数的後退（ｅｘｐｏｎｅｎｔｉａｌ　ｂａｃｋ－ｏｆｆ）などの回数調整の
ためのアルゴリズムを利用することにより決定される。例えば、データの取得は、１秒に
１回発生し、および１０分間の間に１０秒に１回まで減少し得る。
【００４４】
　いくつかの実施形態では、データ取込みモジュールは、１つ以上のカテゴリーのデータ
を含むデータ（例えばデータセット）を取得する。いくつかの実施形態では、データは、
位置データ、健康データ、ユーザーデータ、センサーデータ、およびそれらの任意の組み
合わせから選択される。
【００４５】
＜データ共有モジュール＞
　いくつかの実施形態では、通信装置は、受信者（例えば救急サービス）とデジタル情報
を共有するためにソフトウェアモジュールを含む。いくつかの実施形態では、デジタル情
報を共有するためのソフトウェアモジュールはデータ共有モジュールである。いくつかの
実施形態では、データ共有モジュールはデータを自発的に共有する。いくつかの実施形態
では、データ共有モジュールは、受信者（例えば救急サービス）による要請に際してデー
タを共有する。いくつかの実施形態では、データ共有モジュールは、ユーザー命令（例え
ばユーザー入力）に際してデータを共有する。例えば、いくつかの実施形態では、通信装
置は、緊急出動センターからの位置データ共有要請を受信する。いくつかの実施形態では
、データ共有モジュールはデータを周期的に共有する。いくつかの実施形態では、データ
は、約１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１５、２０、２５、３０、３５、４
０、４５、５０、６０、７０、８０、９０、または１００秒おきの間隔で周期的に共有さ
れ、これらにはインクリメントが含まれる。いくつかの実施形態では、データは、約１、
２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１５、２０、２５、３０、３５、４０、４５、
５０、６０、７０、８０、９０、または１００分おきの間隔で周期的に共有され、これら
にはインクリメントが含まれる。いくつかの実施形態では、データは、約１、２、３、４
、５、６、７、８、９、１０、１５、２０、２１、２２、２３または２４時間おきの間隔
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で周期的に共有される。いくつかの実施形態では、データは、少なくとも１、２、３、４
、５、６、７、８、９、１０、１５、２０、２５、３０、３５、４０、４５、５０、６０
、７０、８０、９０、または１００秒に１回、共有される。いくつかの実施形態では、デ
ータは、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１５、２０、２５、３
０、３５、４０、４５、５０、６０、７０、８０、９０、または１００分に１回、共有さ
れる。いくつかの実施形態では、データは、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８
、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２
２、２３、または２４時間に１回、共有される。いくつかの実施形態では、データ共有モ
ジュールはデータを非周期的に共有する（例えば定期的な間隔ではない）。いくつかの実
施形態では、データ共有モジュールはデータを連続的に（例えば、１－５秒おきなどの短
い間隔で絶えず）共有する。いくつかの実施形態では、タスクの周期性は、多くのヒュー
リスティックスに基づいた指数関数的後退（ｅｘｐｏｎｅｎｔｉａｌ　ｂａｃｋ－ｏｆｆ
）などの回数調整のためのアルゴリズムを利用することにより決定される。例えば、デー
タの共有は、１秒に１回発生し、および１０分間の間に１０秒に１回まで減少し得る。い
くつかの実施形態では、データ共有モジュールは、受信者とデータを間接的に共有する。
例えば、いくつかの実施形態では、通信装置に関係するデータは、１つ以上の関係するデ
バイスおよび／または１つ以上の外部データベース（例えばネットワーク上）に保存され
る。したがって、いくつかの実施形態では、データ共有モジュールは、関係するデバイス
または外部データベースにデジタル情報を保存する。通信装置が反応しなくなった時に、
またはデータを直接取得する権限をメンバーデバイスに与えていない状況において、これ
は有用である。いくつかの実施形態では、データ共有モジュールは、何のデータを共有す
るか（例えば位置データ、ユーザーデータ、センサーデータ、またはデータの任意の組み
合わせ）、どのようにデータを共有するか（例えば、メンバーデバイスと直接、別のメン
バーデバイスを介して間接的に、デバイスのグループに関するデータを保存するキャッシ
ュデータベースを介して、ＥＭＳを介して等）、およびどの程度頻繁にデータを共有する
か（例えば、Ｘ分またはＸ時間おきに、または現在の位置データが変化するたびに）を決
定するために、ユーザーによって構成可能な設定を含む。
【００４６】
　いくつかの実施形態では、データ共有モジュールは、新しい情報が利用可能になると、
デジタル情報の更新を共有する。いくつかの実施形態では、データ共有モジュールは、閾
条件に達すると更新されたデジタル情報を共有する。いくつかの実施形態では、閾条件は
、デジタル情報が最後に共有されてからの時間である。例えば、周期的にデータを共有す
る上記の場合には、閾値は、データを共有するための設定期間である（上記の、データを
共有するための時間間隔を参照）。いくつかの実施形態では、閾条件は、デジタル処理デ
バイスの現在の位置と、先のデータ共有／更新で共有された位置の限界距離である。いく
つかの実施形態では、限界距離は、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、９、１
０、１５、２０、２５、３０、３５、４０、４５、５０、５５、６０、６５、７０、７５
、８０、８５、９０、９５、１００、１５０、２００、２５０、３００、３５０、４５０
、５００、６００、７００、８００、９００、１０００メートル、またはそれ以上であり
、これらにはインクリメントが含まれる。例えば、１つのシナリオでは、デジタル処理デ
バイスは２０メートルに設定された限界距離を有する。先のデータ更新はデバイスに関す
る位置を提供した。デジタル処理デバイスが緊急通信中に少なくとも２０メートル離れる
ように移動した場合、デジタル処理デバイスの限界距離がもたらされ、そしてデバイスは
新たな現在位置を含むデジタル情報更新を送信する。
【００４７】
　いくつかの実施形態では、データ共有モジュールは、「ハートビート信号」で救急サー
ビスをポーリングした後に、救急サービスとデジタル情報を共有する。本明細書において
使用されるように、ハートビート信号は、緊急通信の検出に際して救急サービスに送信さ
れた周期的な信号を指す。救急サービスからハートビート信号の受取確認を得ると、いく
つかの実施形態では、デバイスはデータ同期を始める命令を送る。例えば、いくつかの実
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施形態では、デバイスは、救急サービスに欠けているデジタル情報（例えばデバイスの現
在の位置情報）を有する。いくつかの実施形態では、救急サービスは、特定のデジタル情
報を欠いており、およびデジタル処理デバイスからの情報を要請することを決定する。い
くつかの実施形態では、デバイスは、データ同期が完了するまで、救急サービスにデジタ
ル情報を送る。いくつかの実施形態では、デバイスは、ハートビート信号で救急サービス
をポーリングし、データ同期のための命令を伴う応答を受信し、およびデータ同期が完了
するまでデジタル情報を送信する。いくつかの実施形態では、デバイスは、ハートビート
信号で救急サービスをポーリングし、応答を受信し、データ同期のための命令を提供し、
およびデータ同期が完了するまでデジタル情報を送信する。
【００４８】
＜緊急通信モジュール＞
　いくつかの実施形態では、緊急管理システムは、通信装置と援助要請の受信者との間の
通信セッションを確立するためのソフトウェアモジュールを含むサーバーソフトウェアア
プリケーションを含む。いくつかの実施形態では、ソフトウェアモジュールは緊急通信モ
ジュールとして言及される。緊急通信モジュールの１つ以上の機能は、本明細書に記載さ
れる１つ以上の他のソフトウェアモジュールによって行なわれ得ると理解される。いくつ
かの実施形態では、緊急通信モジュールは、別の受信者（例えばＥＤＣ、ＰＳＡＰ、最初
の応答者、民間のセキュリティサービス、友人または親戚など）に援助の要請を転送する
。いくつかの実施形態では、緊急管理システムは、援助を要請する通信装置と、例えばＰ
ＳＡＰなどの末端受信者との通信を促す仲介受信者である。いくつかの実施形態では、緊
急通信モジュールは、通信装置に関係するデジタル情報を受信者に提供する。いくつかの
実施形態では、緊急管理システムは、緊急管理システムがＥＤＣに連絡する前に通信装置
が位置している管轄を担当するＥＤＣ（例えばＰＳＡＰ）を特定するために、通信装置に
関係するデジタル位置情報を使用する。いくつかの実施形態では、緊急管理システムは、
緊急応答を促すのに関連するおよび／または有用である追加のデジタル情報（例えば医学
的緊急事態に関連する医療データ）を受信者に提供する。
【００４９】
＜図面の詳細な説明＞
　図１Ａは、本明細書に記載されるデバイスの一実施形態の概略図を示す。いくつかの実
施形態では、デバイス（１０６）は、通信装置などの電子機器である（例えば携帯電話、
コンピューター、ラップトップなど）。いくつかの実施形態では、通信装置はウェアラブ
ルデバイスである。いくつかの実施形態では、通信装置は無線モバイルデバイスまたはス
マートフォンである。いくつかの実施形態では、通信装置はウォーキートーキーまたはト
ランシーバーである。いくつかの実施形態では、ユーザー（１００）（図示せず）は、デ
バイス（１０６）の主要なユーザーである１人以上の人物から選択される。
【００５０】
　いくつかの実施形態では、デバイス（１０６）は、少なくとも１つのプロセッサー（１
０４）、メモリ（１０５）（例えばＥＰＲＯＭメモリ、ＲＡＭ、ソリッドステートメモリ
）、ディスプレイ（１０２）、ユーザーインターフェース（１１２）、ネットワーク構成
要素（１１４）（例えば、アンテナおよび関連のコンポーネント、Ｗｉ－Ｆｉアダプター
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）アダプターなど）、およびソフトウェアアプリケーシ
ョン（１０８）（例えばモバイルアプリケーション、コンピュータープログラム、アプリ
ケーション）を含む。いくつかの実施形態では、ソフトウェアアプリケーションは１つ以
上のソフトウェアモジュール（１２８）を含む。いくつかの実施形態では、デバイスは、
位置コンポーネント（１２１）、例えば全地球測位システム（ＧＰＳ）を装備している。
いくつかの実施形態では、デバイスはデータ記憶装置（１１５）を含む。さらなる実施形
態では、デバイスは位置データキャッシュ（１１７）を含む。さらなる実施形態では、デ
バイスはユーザーデータキャッシュ（１１９）を含む。
【００５１】
　いくつかの実施形態では、デバイス（１０６）は、ディスプレイ（１０２）およびユー
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ザーインターフェース（１１２）を含むいくつかのコンポーネントを有しており、それら
はユーザー（１００）がデバイス（１０６）とインタラクトするのを可能にする。いくつ
かの実施形態では、ディスプレイ（１０２）は、ユーザーインターフェース（１１２）の
一部である（例えば、タッチスクリーンはディスプレイであると共に、ユーザーインタラ
クションを受信するインターフェースを提供する）。いくつかの実施形態では、ディスプ
レイ（１０２）および／またはユーザーインターフェース（１１２）はタッチスクリーン
（例えば静電容量タッチスクリーン）を含み、それは情報の表示とユーザー入力の受信が
可能である。いくつかの実施形態では、デバイス（１０６）は、ディスプレイ（１０２）
およびユーザーインターフェース（１１２）を含まないハードウェアコンポーネントを含
み、ここでデバイスは、能動的なユーザー手引きまたはインタラクションを必要とせずに
自発的に機能する。いくつかの実施形態では、健康モニタリングデバイスまたは環境モニ
タリングデバイスなどの、ユーザーインターフェースのないデバイスからデータを取得し
てもよい。いくつかの実施形態では、モニタリングデバイスは、ユーザーの健康パラメー
タまたは環境パラメータを感知するための１つ以上のセンサーを有する。いくつかの実施
形態では、健康モニタリングは、医学の専門家によって遠隔制御され得る。
【００５２】
　いくつかの実施形態では、デバイス（１０６）は、追加の機能を可能にする様々なアク
セサリ（１２２）（図示せず）を含む。いくつかの実施形態では、アクセサリ（１２２）
（図示せず）は以下の１つ以上を含む：マイクロホン（例えばユーザー音声インタラクシ
ョン用）、カメラ（例えばユーザー（１００）からのジェスチャーコマンドまたは画像の
入力用）、スピーカー、指紋読取装置またはスキャナーなどの１つ以上のセンサー、ＵＳ
Ｂ／マイクロＵＳＢポート、ヘッドホン端子、カードリーダ、ＳＩＭカードスロット、Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈボタン、およびそれらの任意の組み合わせ。
【００５３】
　図１Ａもまた、本明細書に記載される緊急管理システム（１３０）の一実施形態の概略
図を示す。いくつかの実施形態では、緊急管理システム（１３０）は、オペレーティング
システム（１３２）、少なくとも１つの中央処理装置またはプロセッサー（１３４）、記
憶装置（１３６）、通信要素（１３８）、およびサーバーアプリケーション（１４８）（
例えばサーバーアプリケーション）の１つ以上を含む。いくつかの実施形態では、サーバ
ーアプリケーション（１４８）は、１つ以上のソフトウェアモジュール（１４９）を含む
。いくつかの実施形態では、緊急管理システム（１３０）は１つ以上のデータベース（１
３５）を含む。いくつかの実施形態では、緊急管理システム（１３０）は位置データベー
ス（１３７）を含む。いくつかの実施形態では、緊急管理システム（１３０）はユーザー
情報データベース（１３９）を含む。
【００５４】
　図１Ｂは、デバイスに設置されたソフトウェアアプリケーション（１０８）の一実施形
態の概略図を示す。いくつかの実施形態では、ソフトウェアアプリケーション（１０８）
は、１つ以上のソフトウェアモジュールを含む。いくつかの実施形態では、ソフトウェア
モジュールは、通信検出モジュール（１５２）、データ取込みモジュール（１５４）、デ
ータ共有モジュール（１５６）、または通信モジュール（１５８）である。
【００５５】
　図１Ｂはさらに、サーバー（例えばＥＭＳ内のサーバー）に設置されたサーバーアプリ
ケーション（１４８）の一実施形態の概略図を示す。いくつかの実施形態では、サーバー
アプリケーション（１４８）は、１つ以上のサーバーソフトウェアモジュールを含む。い
くつかの実施形態では、ソフトウェアモジュールは、緊急通信モジュール（１６２）また
は緊急管理モジュール（１６４）である。
【００５６】
　図２は、緊急事態に関係するデジタル情報を共有するための、デバイスおよび緊急管理
システムを含むシステムの実施形態を例示する。いくつかの実施形態では、ユーザーはデ
バイス（例えば携帯電話（２０６））を介して緊急セッション（例えば緊急通報）を開始
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する。いくつかの実施形態では、ユーザー（２００）は、ソフトウェア（２０８）（２０
４）（２６９）を有する多数のデバイス（例えば携帯電話（２０６）、ウェアラブルデバ
イス（２０２）、接続している車両（２６２））の主要なユーザーであり、それは緊急セ
ッションを検出し、および緊急事態に関するデータを伝送することが可能であり得る。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、デバイス（２０６）は、デバイスの固有の性能（例えば固有
のダイヤラー）を使用して緊急セッションを開始するネットワーク構成要素（２６３）（
例えばＷｉ－Ｆｉアンテナ、携帯電話アンテナまたはＢｌｕｅｔｏｏｔｈアンテナ、これ
らは図示されない）を含む。いくつかの実施形態では、デバイス（２０６）は、ワンボタ
ン緊急呼出ボタン、緊急セッションボタン、または非常ボタンなどを有するデバイスであ
る。いくつかの実施形態では、緊急警報は、インターネット、セルラーネットワークおよ
び固定電話ネットワークの１つ以上を介して送られる。例えば、いくつかの実施形態では
、緊急通報は、インターネット上でＡＰＩ呼出しを介してＰＳＡＰに送信される。いくつ
かの実施形態では、警報はＰＳＡＰ（２５０）へのＳＭＳ通知である。一般に、データ信
号が強い場合、警報を素早く送信するための良好なデータ転送速度ゆえに、データＡＰＩ
呼出しが通常好まれる。データ信号が良好でない場合（例えば、弱い、断続的、切断され
る）、随意に、緊急警報を送信するためにＳＭＳおよび他の方法をフォールバックとして
使用する。
【００５８】
　いくつかの実施形態では、デバイス（２０６）は、緊急事態に関するデータの送信のた
めにコンピュータープログラム（２０８）を含む。いくつかの実施形態では、コンピュー
タープログラム（２０８）は、デバイスにあらかじめプリインストールされている、また
はユーザー（２００）によってロードおよび／またはインストールされている。いくつか
の実施形態では、ユーザー（２００）はデバイス（２０６）のための設定または登録手続
を行い、該ユーザーは、緊急連絡先（例えば電話番号、電子メールアドレス、メッセージ
ングＩＤ）、位置（例えば自宅住所、勤務先住所、デバイス（２０６）の位置の物理アド
レス）、および他のユーザー情報などのユーザーデータを提供する。いくつかの実施形態
では、ユーザーデータ、位置データ、緊急データおよび他のデータは、デバイス（２０６
）のデータキャッシュまたは記憶装置（２１５）（図示せず）に保存される。他の実施形
態では、データは、サードパーティサーバーまたはクラウドをベースにしたシステム内の
、ＥＭＳの１つ以上のデータベース（２３５）（図示せず）に保存される。いくつかの実
施形態では、データは、セキュリティ違反のリスクを制限するために、パスワード保護、
伝送のための認証プロトコル、暗号化、安全な経路の使用、または他の安全プロトコルに
よって保護される。
【００５９】
　いくつかの実施形態では、緊急セッションはユーザー入力によって開始され、それは随
意に、デバイス（２０６）のユーザーインターフェース（２６３）とインタラクトするユ
ーザー（例えばユーザー（２００））を含む。場合によっては、ユーザーは、ユーザーイ
ンターフェース（２６３）上の１つ以上のハードボタンまたはソフトボタンを押す。しか
しながら、タッチ、タップ、タッチのパターン、ジェスチャーおよび音声起動などの他の
種類のユーザーインタラクションがさらに熟慮される。
【００６０】
　いくつかの実施形態では、デバイス（２０６）が携帯電話である場合、緊急通信は携帯
電話接続を介し、キャリアネットワークを通じて送られる。いくつかの実施形態では、音
声通話は、公衆安全アクセスポイント／緊急応答機関（ＰＳＡＰ）（２５０）との直通無
線リンク（２２８）によって開始される。いくつかの実施形態では、通信リンク（２２４
）および（２２６）は、デバイス（２０６）からのユーザーデータ、位置データ、緊急デ
ータ、テキスト、画像、およびビデオなどのデータの送信のために使用される。いくつか
の実施形態では、通信リンク（２２４）および（２２６）は、固定電話回線、セルラーネ
ットワークまたはインターネットを介して確立される。
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【００６１】
　いくつかの実施形態では、一旦デバイス（２０６）が進行中の緊急セッションの存在を
検出すると、それは緊急セッション中に周期的かつ連続的な基本原理で、自発的に緊急事
態に関する送信データを取得して伝送する。場合によっては、デバイス（２０６）は、遅
延タイマーに基づいて緊急セッションが終了した後もしばらくの間、取得と伝送を継続す
る。いくつかの実施形態では、デバイスは位置コンポーネント（２１７）（例えばＧＰＳ
、これは図示されない）から位置データを取得する。いくつかの実施形態では、デバイス
（２０６）は、記憶装置（２１５）（図示せず）から静的なユーザーデータを、および１
つ以上のセンサー（１１８）（図示せず）からセンサーデータを取得する。「静的データ
」は、頻繁に変わることのなさそうなデータを指す（例えばユーザー名、電話番号、自宅
住所など）。「動的データ」は、頻繁に変わるデータを指す（例えばデバイス位置、ユー
ザーの脈拍数、他のセンサーデータなど）。
【００６２】
　いくつかの実施形態では、ＥＭＳ（２３０）は、通信リンク（２３２）および（２３４
）を介してプッシュ通知またはＳＭＳを送ることによって、例えばウェアラブルデバイス
（２０２）または接続された車両（２６２）などの他のユーザーデバイス（例えば関係す
るデバイス）から、緊急事態に関するデータを取得する。いくつかの実施形態では、ウェ
アラブルデバイス（２０２）は、ソフトウェア（２０４）、随意に位置コンポーネントお
よび１つ以上のセンサー（図示せず）を含む。いくつかの実施形態では、ウェアラブルデ
バイス（２０２）は、ユーザー入力によって開始されたＰＳＡＰとの緊急セッションをホ
ストすることができる。他の実施形態では、ウェアラブルデバイス（２０２）は、ＰＳＡ
Ｐとの固有の緊急セッションをホストするための、ハードウェア、ソフトウェアまたはネ
ットワーク接続を有していない。いくつかの実施形態では、プッシュ通知に基づいてリン
ク（２２８）を介した緊急セッションを検出した後、ウェアラブルデバイス（２０２）は
、ＥＭＳおよび最終的にはＰＳＡＰに、安全で暗号化された経路を経由してデータを取得
および伝送する（リンク（２３２）（２３４）（２２６））。
【００６３】
　図２は、緊急データ共有用のコンピュータープログラム（２６９）を有する接続された
車両（２６２）（例えば車両コンソール、電子制御装置、エンジン制御装置またはエンジ
ン制御モジュール）の典型的な実施形態を示す。いくつかの実施形態では、１つ以上のセ
ンサー（例えば電磁気センサー、超音波センサー、圧力センサー、ジャイロスコープ）、
記憶装置（２７５）および位置コンポーネント（２７７）（例えばＧＰＳ）が、接続され
た車両（２６２）に配置または設置されている。接続された車両（２６２）がリンク（２
３４）を介してプッシュ通知を受信すると、それは随意に、１つ以上のコンポーネント（
例えばセンサー）からデータを収集し、および自発的にデータを伝送する。例えば、いく
つかの実施形態では、位置データ（２７５）は、ＧＰＳ（２７７）（現在の位置データ）
および記憶装置（２７５）（過去の位置データ）から得られる。動的データに関しては、
車両（２６２）は随意に、最新のデータを周期的および／または連続的な基本原理で提供
する。
【００６４】
　場合によっては、緊急事態に関するデータは、ユーザー（２０５）のデバイス（２０７
）などの、（緊急通報を行っているユーザー（２００）と対照的な）別のユーザーのデバ
イスにホストされる。いくつかの実施形態では、ＥＭＳ（２３０）は、デバイス（２０７
）からデータを取得するためにデバイス（２０７）に（ソフトウェア（２０９）を用いて
）プッシュ通知を送信する。例えば、いくつかの実施形態では、ユーザー（２００）はデ
バイス（２０６）を介して、別のユーザー（２０５）に代わって緊急通報を行う（代理呼
出し）。そのような状況では、デバイス（２０７）の位置は、正確な位置に緊急応答を送
るために取得される。いくつかの実施形態では、位置データは、ＥＭＳおよび最終的には
ＰＳＡＰに、安全で暗号化された経路を経由して伝送される（リンク（２２３）（２２６
））。
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【００６５】
　図３Ａは、データ接続が良好な場合の、自発的なデジタル情報共有プロセスの典型的な
実施形態を例示する。いくつかの実施形態では、デバイス（３０６）は、自発的に緊急通
信を検出し、自発的に緊急事態に関するデジタル情報を取得し、およびユーザー入力なし
で自発的にそれを伝送する。その結果、デバイス（３０６）は、迅速かつ効果的な緊急応
答のために、関連情報を提供することができる。
【００６６】
　図３Ａに描かれるラダー図に示されるように、緊急事態が生じ（動作３１２）、および
ユーザーはデバイス（３０６）（例えば携帯電話）を使用して救急サービス（例えばＰＳ
ＡＰ（３５０））と緊急通信（例えば緊急通報（３１３）、チャットセッション、ＳＭＳ
セッションなど）を開始する。いくつかの実施形態では、デバイス（３０６）はコンピュ
ータープログラム（３０６）を備えた携帯電話である。いくつかの実施形態では、デバイ
ス（３０６）は、他のデバイス（例えば、携帯電話またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信リンク
を介してユーザーデバイス（３０６）に接続されたウェアラブルデバイスなどの関係する
デバイス）から同時にデータを取得する。いくつかの実施形態では、データは、随意に同
じユーザーに関連付けられたウェアラブルデバイス（３０２）および接続された車両（３
６２）などの他のデバイスから同時に取得される。いくつかの実施形態では、デバイス側
の顕著な一時的事象は、以下から成る群から選択される：緊急事態が生じる（動作３１２
）；固有の９－１－１、ＳＭＳ９－１－１、または他の接続の開始（動作３１４）、ソフ
トウェアの自発的起動（動作３１６）、および電話が切れる／呼出しの終了（動作３１８
）。いくつかの実施形態では、ＰＳＡＰ側の顕著な一時的事象は、以下から成る群から選
択される：呼出しの受信（例えばＷＰＨ１　ＣＯＳによる）（動作３２２）、呼出しバッ
クナンバー（ＣＢＮ）の取得（動作３２４）、ソフトウェア統合－ＡＰＩ呼出し、情報の
受信（動作３２６）、および電話が切れる／呼出しの終了（動作３２８）。
【００６７】
　いくつかの実施形態では、デバイス（３０６）は、オペレーティングシステムとビルト
インソフトウェアに基づいて、固有の性能を使用して（動作３１４）緊急通報（３１３）
を開始する。いくつかの実施形態では、緊急通報は、９－１－１または別の緊急電話番号
への携帯電話ダイヤル、Ｗｉ－Ｆｉダイヤル、ＶｏＩＰセッション、またはＰＳＡＰ（３
５０）とのＳＭＳ交換である。
【００６８】
　いくつかの実施形態では、着信の仮想自動番号識別（ｐＡＮＩ）を使用し、Ｅ９１１（
ｅｎｈａｎｃｅｄ９１１）フローに続いて、緊急通報（３１３）がＰＳＡＰ（３５０）に
おいて受信される（動作３２２）。次に、ローカル自動位置情報（ＡＬＩ（３４５））デ
ータベースが、ＡＬＩ探索（３１５）を使用しｐＡＮＩを使用して照会される。レガシー
位置検出法において、デバイスサービス提供者またはキャリア（３４０）は、緊急通報（
３１３）を起こしたネットワークキャリアであり、および位置リクエストはキャリアであ
る実体（ＭＰＣ／ＧＭＬＣ）へと「導かれる」または転送され、これはステアリング（３
１７）によって表される。このレガシー位置検出法において、いくつかの実施形態では、
キャリア（３４０）は、呼出しバックナンバー（ＣＢＮ）（動作３２４）と同様にデバイ
ス（３０６）の位置（例えば最も近い携帯電話基地局（３１９）の位置）の推測を返答す
る。ＮＧ９１１（ｎｅｘｔ　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ９１１）などのより新しいシステムで
は、ＣＢＮを得るための（３１５）（３１７）および（３１９）における工程は多様であ
り得る。いくつかの実施形態では、フローにおける他の変化形体が既存のシステムに生じ
る。
【００６９】
　いくつかの実施形態では、デバイス（３０６）は、デバイスクライアントまたはコンピ
ュータープログラム（３０８）を含み、および呼出し検出およびデータ同期のためのダウ
ンロードされたまたはあらかじめプリインストールされたソフトウェアである場合もある
。いくつかの実施形態では、デバイス（２０６）（例えばアンドロイドオペレーティング
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システムを備えた携帯電話）はコンピュータープログラム（３０８）を有し、それは呼出
し事象（例えば呼出しの開始、呼出しの終了など）の通知を得るためのメカニズムを利用
する。いくつかの実施形態では、様々な管轄ごとの緊急電話番号のリストが、デバイス（
３０６）またはＥＭＳ（３３０）によって保守すれ、それによって固有のダイヤル番号は
、緊急セッションの検出のためにデバイス（３０６）によって緊急電話番号として認識さ
れる。いくつかの実施形態では、緊急電話番号のリストは、ユーザー定義されている、サ
ードパーティデータベースから取得される等である。いくつかの実施形態では、リストは
、ホームセキュリティ会社、タクシー車両管理会社、企業または大学のセキュリティ、緊
急連絡先または他の受信者などの第三者の受信者に関する番号を含む。いくつかの実施形
態では、緊急セッションが検出された後（動作３３２）、デバイス（３０６）は緊急事態
に関するデータを取得し始める。いくつかの実施形態では、デバイス（３０６）は、デー
タ同期（動作３２３）によって１つ以上のコンポーネントおよび／またはデバイスのセン
サーからデータを収集する。例えば、いくつかの実施形態では、データはデバイス（３０
６）のＧＰＳからの位置データ（ｘ，ｙ座標）を含む。いくつかの実施形態では、データ
は、ユーザー名、ユーザーの健康状態、ユーザーの住所および他のユーザー情報などのユ
ーザーデータを含む。いくつかの実施形態では、データは、緊急連絡先の名前および連絡
情報などの緊急データを含む。いくつかの実施形態では、データは、ユーザーの健康状態
、薬物治療のリスト、および薬物アレルギーなどの健康データを含む。
【００７０】
　いくつかの実施形態では、データは、１つ以上の環境パラメータおよび／または健康パ
ラメータのセンサーデータを含む。いくつかの実施形態では、環境パラメータは、以下か
らなる群から選択される：光、運動、温度、圧力、湿度、振動、磁界、音、煙、一酸化炭
素、放射線、危険な薬品、酸性物質、基材、反応性化合物、揮発性有機化合物およびスモ
ッグ。いくつかの実施形態では、健康パラメータは心拍数、脈拍、心臓からの電気信号、
血中酸素濃度、血圧、血糖値および他の健康パラメータなどを含み得る。
【００７１】
　いくつかの実施形態では、データがコンピュータープログラム（３０８）によってデバ
イス（３０６）から取得されると、データはキャッシュまたはデータベース（図示せず）
などの１つ以上の記憶位置に保存される。いくつかの実施形態では、データは、ＥＭＳ（
３３０）においてクラウドまたはリモートサーバーに保存される。一旦緊急セッションが
検出されると、いくつかの実施形態では、緊急セッション終了後のある程度の期間まで、
データ同期（３２３）およびデータ保存が周期的かつ連続的な基本原理で行なわれる。い
くつかの実施形態では、データ同期および／またはデータ保存は、緊急セッションの終了
後、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１５、２０、２５、３０、
３５、４０、４５、５０、５５または６０秒以上の期間（例えば遅延タイマー）まで継続
し、ここにはインクリメントが含まれる。いくつかの実施形態では、データ同期および／
またはデータ保存は、緊急セッションの終了後、少なくとも１、２、３、４、５、６、７
、８、９、１０、１５、２０、２５、３０、３５、４０、４５、５０、５５または６０分
以上の期間（例えば遅延タイマー）まで継続し、ここにはインクリメントが含まれる。例
えば、いくつかの実施形態では、呼出しが終了した後（動作３１８）、遅延タイマー（３
３５）が経過した後、データ同期が停止する（動作３３４）までこれらのプロセスは継続
する。
【００７２】
　場合によっては、ＰＳＡＰ（３５０）には、ＥＭＳ（３３０）との部分的または完全な
ソフトウェア統合がある。いくつかの実施形態では、ソフトウェア統合は、呼出し応答ソ
フトウェアまたはハードウェア、ＣＡＤソフトウェアまたはハードウェアなどを含む。い
くつかの実施形態では、ＣＢＮを用いてクエリがＥＭＳ（３３０）に送信される（動作３
３８）。いくつかの実施形態では、ＣＢＮの取得後、ＰＳＡＰは短い期間（３２１）（例
えば５００ミリセカンド）以内にクエリを送る。いくつかの実施形態では、クエリは、Ｊ
ａｖａＳｃｒｉｐｔ　Ｏｂｊｅｃｔ　Ｎｏｔａｔｉｏｎ（ＪＳＯＮ）または別のオープン
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ｌｅｄ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｄｅｌｉｖｅｒｙ　（ＨＥＬＤ）プロトコルにある。いくつ
かの実施形態では、データは、安全な経路（３２７）を介した伝送中（例えばトランスポ
ートレイヤーセキュリティ、ＴＬＳ）に暗号化される。いくつかの実施形態では、データ
伝送は認証され、およびアクセスはＰＳＡＰ（３５０）におけるソフトウェアに応じて特
定の資格に制限される。いくつかの実施形態では、ＰＳＡＰ（３５０）からのクエリは周
期的であり、および連続的な基本原理で送信される。いくつかの実施形態では、ＰＳＡＰ
（３５０）ソフトウェアは、クエリのタイミングおよび周期性を調整することを可能にし
、および／またはＰＳＡＰ（３５０）のオペレーターによる手動での再試行を可能にする
。
【００７３】
　データが同期された後（動作３２３）、それはＥＭＳに伝送され、および保存される（
動作３２５）。いくつかの実施形態では、データはデータ漏洩のリスクを減らすために暗
号化を使用して転送される。いくつかの実施形態では、データは、ＨＴＴＰを有するデー
タネットワーク上を暗号化されたＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｔｒ
ａｎｓｆｅｒ（ＲＥＳＴ）法を介して伝送される。いくつかの実施形態では、データは、
テキストまたはデータＳＭＳ、または他の既知の方法を介して伝送される。デバイス（３
０６）は随意に、データネットワークまたはＷｉ－Ｆｉ信号強度、バッテリ寿命などの様
々な要因に基づいて伝送の方法を選択することが熟慮される。例えば、いくつかの実施形
態では、バッテリーレベルが低い場合、デバイス（３０６）はＳＭＳによるデータ送信を
選択し、およびデータ伝送の周期を減らす。いくつかの実施形態では、ＳＭＳはメッセー
ジに対するサイズ制限ゆえに好ましくない。
【００７４】
　ＥＭＳ（３３０）において、データは随意に１つ以上のデータベースまたはキャッシュ
に保存される。いくつかの実施形態では、データベースは、ユーザー名、ＣＢＮ、位置デ
ータ、センサーデータ、保存されたユーザーデータ、および他の情報などの、タイムスタ
ンプのカラムを伴うリレーショナルデータベースである。いくつかの実施形態では、デー
タは、タイムスタンプとＣＢＮに関係する非リレーショナルデータベースまたはＮｏＳＱ
Ｌデータベースに保存される。いくつかの実施形態では、データのカテゴリーは、以下か
ら成る群から選択される：高度、通話開始時間、発信者ＩＤ、追加情報、ＡＭＬ、携帯電
話キャリア、デバイスＩＭＥＩ、デバイスモデル、デバイス番号、緊急電話番号、位置精
度、位置高度、位置緯度、位置経度、位置時刻、場所の住所、ソース、時間、登録住所、
登録エンジン、および不確実性範囲。ＮｏＳＱＬデータベースへのエントリからの典型的
なペイロードは表１に示される。
【００７５】
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【表１】

【００７６】
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　いくつかの実施形態では、ＥＭＳ（３３０）がＣＢＮでクエリを受信する場合、それは
１つ以上のデータベースに保存されたデバイス（３０６）から受信したデータとクエリを
一致させようと試みる。いくつかの実施形態では、データを一致させ、および安全な経路
（３２９）を使用してＰＳＡＰに送信する。静的データ（例えばユーザー名、自宅住所な
ど）については、データの伝送は随意に、制限された回数だけまたは一回のみ行なわれる
。最新の位置データなどの動的データ、およびセンサーデータなどの最新の追加データに
ついては、場合によっては周期的に伝送される。いくつかの実施形態では、緊急セッショ
ンが進行している間、クエリは周期的に送信され、およびセッションの終了後しばらく自
動または手動の再試行が続けられる：つまり停止するまでデータ転送は周期的かつ連続的
である（３３３）。セッションが終了してしばらくの後、クエリに関する手動の再試行の
みが許可される（３３９）。
【００７７】
　いくつかの実施形態では、不十分または断続的なデータ接続を克服するために、緊急セ
ッションが終了した後でさえ（動作３１８）、遅延タイマーはデータ伝送を認める。この
ように、データの更新は継続し、および接続が不注意にも失われたとしてもデータは利用
可能であり続ける。加えて、デバイスを追跡し続けるために、緊急応答中は、データはし
ばらくの間（例えば遅延タイマー）更新され続ける。加えて、いくつかのデバイスは緊急
通報中に「制限されたデータ接続」モードにあり、およびセッション中にデータを伝送す
ることができない（３ＧＰＰ基準における緊急モードを参照）。したがって、緊急通報が
終了した後も継続するデータ更新と伝送は、デバイスがデータ接続を制限するいくつかの
実施形態において必要とされる。いくつかの実施形態では、遅延タイマーは、１秒から２
００秒、好ましくは２０秒から１分の間である。いくつかの実施形態では、遅延タイマー
は約３０秒である。いくつかの実施形態では、遅延タイマーは０に設定される。
【００７８】
　いくつかの実施形態では、データ同期、データ保存およびデータ伝送のタイミングと周
期は、ユーザー、デバイス、ＥＭＳまたは別の関係者によって随意に調整される。いくつ
かの実施形態では、データ同期と伝送の周期は、１秒から１００秒、好ましくは１秒から
１０秒の間に設定される。いくつかの実施形態では、周期は５秒に設定される。いくつか
の実施形態では、周期は約１秒から約１２０秒である。いくつかの実施形態では、周期は
少なくとも約１秒である。いくつかの実施形態では、周期は最大で約１２０秒である。い
くつかの実施形態では、周期は、約１秒～約５秒、約１秒～約１０秒、約１秒～約１５秒
、約１秒～約２０秒、約１秒～約２５秒、約１秒～約３０秒、約１秒～約４０秒、約１秒
～約５０秒、約１秒～約６０秒、約１秒～約９０秒、約１秒～約１２０秒、約５秒～約１
０秒、約５秒～約１５秒、約５秒～約２０秒、約５秒～約２５秒、約５秒～約３０秒、約
５秒～約４０秒、約５秒～約５０秒、約５秒～約６０秒、約５秒～約９０秒、約５秒～約
１２０秒、約１０秒～約１５秒、約１０秒～約２０秒、約１０秒～約２５秒、約１０秒～
約３０秒、約１０秒～約４０秒、約１０秒～約５０秒、約１０秒～約６０秒、約１０秒～
約９０秒、約１０秒～約１２０秒、約１５秒～約２０秒、約１５秒～約２５秒、約１５秒
～約３０秒、約１５秒～約４０秒、約１５秒～約５０秒、約１５秒～約６０秒、約１５秒
～約９０秒、約１５秒～約１２０秒、約２０秒～約２５秒、約２０秒～約３０秒、約２０
秒～約４０秒、約２０秒～約５０秒、約２０秒～約６０秒、約２０秒～約９０秒、約２０
秒～約１２０秒、約２５秒～約３０秒、約２５秒～約４０秒、約２５秒～約５０秒、約２
５秒～約６０秒、約２５秒～約９０秒、約２５秒～約１２０秒、約３０秒～約４０秒、約
３０秒～約５０秒、約３０秒～約６０秒、約３０秒～約９０秒、約３０秒～約１２０秒、
約４０秒～約５０秒、約４０秒～約６０秒、約４０秒～約９０秒、約４０秒～約１２０秒
、約５０秒～約６０秒、約５０秒～約９０秒、約５０秒～約１２０秒、約６０秒～約９０
秒、約６０秒～約１２０秒、または約９０秒～約１２０秒である。いくつかの実施形態で
は、周期は、デバイスの性能（例えばネットワークの帯域幅、処理能力など）および状態
（例えばバッテリ寿命、アクティブ状態、ユーザーの好みなど）に応じて調整される。例
えば、いくつかの実施形態では、健康モニタリングセンサーデータは、より頻繁に（例え
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ば１秒おきに）データを送信する。いくつかの実施形態では、デバイス（３０６）は、多
くのヒューリスティックスに基づいた指数関数的後退（ｅｘｐｏｎｅｎｔｉａｌ　ｂａｃ
ｋ－ｏｆｆ）などのポーリングの頻度調整のためのアルゴリズムを利用する。例えば、い
くつかの実施形態では、データ共有および／またはポーリング動作は、１秒に１回発生し
、および１０分間の間に１０秒に１回まで減少する。
【００７９】
　図３Ｂは、データ接続が断続的な場合の、緊急事態に関係するデジタル情報の自発的な
共有の典型的な実施形態を例示する。図示されるように、緊急事態が生じ（動作３１２）
、およびユーザーはデバイス（３０６）（例えば携帯電話）を使用して救急サービス（例
えばＰＳＡＰ（３５０））と緊急通信（例えば緊急通報（３１３）、チャットセッション
、ＳＭＳセッションなど）を開始する。デバイス（３０６）は固有の性能を使用して（動
作３１４）、緊急通報（３１３）を開始する。呼出しが検出されると（３３２）、ソフト
ウェアは自動的に起動される（動作３１６）。ネットワーク接続が回復され（動作３４０
）、データ伝送が可能になる。
【００８０】
　該方法は図３Ａで示されるものに類似する。しかしながら、図３Ｂでは、ＳＭＳを送信
するためのデータ接続およびセルラーネットワークの両方を欠いているために、デバイス
はＥＭＳ（３３０）にデータを伝送することができない。この例において、デバイス（３
０６）は、新たな経路（例えば新たな安定したＷｉ－Ｆｉ接続）を回復するまで、全ての
利用可能なメカニズムを介してデータを再送することを周期的に試みる。
【００８１】
　いくつかの実施形態では、ＰＳＡＰ（３５０）がデータに関する１つ以上のクエリを送
る場合、ＥＭＳ（３３０）はクエリに応えてＰＳＡＰにデータを返すことに関する基準に
従う。いくつかの典型的な基準には以下が含まれる：ｉ）最近の位置データがない場合、
位置データを返さない；ｉｉ）静的なユーザーデータ（例えば、ＣＢＮに記録された人物
名および自宅住所）を返す；およびｉｉｉ）一旦最新の位置データを取得すると、続くク
エリ内の最新の位置データを返す。本明細書において使用されるように、静的情報は、例
えば人物の名前、生年月日または自宅住所などの、あまり変わることのないデータを指す
。いくつかの実施形態では、最近のデータは、最近１０秒から４８時間内に得られたデー
タを指す。いくつかの実施形態では、最近のデータは、最近約１０秒から約６０秒内に得
られたデータである。いくつかの実施形態では、最近のデータは、最近少なくとも約１０
秒内に得られたデータである。いくつかの実施形態では、最近のデータは、最近、最大約
６０秒内に得られたデータである。いくつかの実施形態では、最近のデータは、最近約１
０秒～約２０秒、約１０秒～約３０秒、約１０秒～約４０秒、約１０秒～約５０秒、約１
０秒～約６０秒、約２０秒～約３０秒、約２０秒～約４０秒、約２０秒～約５０秒、約２
０秒～約６０秒、約３０秒～約４０秒、約３０秒～約５０秒、約３０秒～約６０秒、約４
０秒～約５０秒、約４０秒～約６０秒、または約５０秒～約６０秒内に得られたデータで
ある。いくつかの実施形態では、最近のデータは、最近約１０分から約６０分内に得られ
たデータである。いくつかの実施形態では、最近のデータは、最近少なくとも約１０分内
に得られたデータである。いくつかの実施形態では、最近のデータは、最近、最大約６０
分内に得られたデータである。いくつかの実施形態では、最近のデータは、最近約１０分
～約２０分、約１０分～約３０分、約１０分～約４０分、約１０分～約５０分、約１０分
～約６０分、約２０分～約３０分、約２０分～約４０分、約２０分～約５０分、約２０分
～約６０分、約３０分～約４０分、約３０分～約５０分、約３０分～約６０分、約４０分
～約５０分、約４０分～約６０分、または約５０分～約６０分内に得られたデータである
。いくつかの実施形態では、最近のデータは、最近約１時間から約２４時間内に得られた
データである。いくつかの実施形態では、最近のデータは、最近少なくとも約１時間内に
得られたデータである。いくつかの実施形態では、最近のデータは、最近、最大約２４時
間内に得られたデータである。いくつかの実施形態では、最近のデータは、最近約１時間
～約４時間、約１時間～約８時間、約１時間～約１２時間、約１時間～約１６時間、約１
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時間～約２０時間、約１時間～約２４時間、約４時間～約８時間、約４時間～約１２時間
、約４時間～約１６時間、約４時間～約２０時間、約４時間～約２４時間、約８時間～約
１２時間、約８時間～約１６時間、約８時間～約２０時間、約８時間～約２４時間、約１
２時間～約１６時間、約１２時間～約２０時間、約１２時間～約２４時間、約１６時間～
約２０時間、約１６時間～約２４時間、または約２０時間～約２４時間内に得られたデー
タである。
【００８２】
　図３Ｃは、ＰＳＡＰの要請に基づいてデバイスが「起床」しなければならない場合に、
緊急事態に関係するデジタル情報がどのように自発的に得られるかを例示する。いくつか
のデバイスは、ユーザーがその同じデバイス（例えばｉＯＳオペレーティングシステムを
備えた携帯電話）を使用して緊急セッションを開始している時に、緊急セッションを検出
する性能を持たない。加えて、いくつかの実施形態では、別のデバイス（３０６）が緊急
セッションを開始しているとしても、デバイス（例えば図２の携帯電話（２０７））は緊
急事態に関するデータを有する。例えば、代理呼出しの状況において、緊急援助の呼出し
を行うユーザーが緊急事態にあるユーザーの位置にいない場合（図２のデバイス（２０６
）を介するユーザー（２００））、緊急事態にあるユーザー（例えばデバイス（２０７）
を使用するユーザー（２０５））の位置データが必要である。したがって、本明細書は、
緊急セッションを開始しないデバイスを含む１つ以上のデバイスから情報を得る方法を提
供する。
【００８３】
　図示されるように、緊急事態が生じ（動作３１２）、およびユーザーはデバイス（３０
６）（例えば携帯電話）を使用して救急サービス（例えばＰＳＡＰ（３５０））と緊急通
信（例えば緊急通報（３１３）、チャットセッション、ＳＭＳセッションなど）を開始す
る。デバイス（３０６）は固有の性能を使用して（動作３１４）、緊急通報（３１３）を
開始する。ここでデバイスは、ＥＭＳ（３３０）からプッシュ通知を受信するまで（動作
３８０）、緊急事態を検出しない。いくつかの実施形態では、プッシュ通知は、Ａｐｐｌ
ｅ　Ｐｕｓｈ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｉｃｅ（ＡＰＮＳ）またはＧｏｏｇ
ｌｅ　Ｃｌｏｕｄ　Ｍｅｓｓａｇｉｎｇ（ＧＣＭ）、または別のプラットフォーム固有の
プッシュソリューション、または図４に描かれるようなハートビートへの応答を介するも
のである。いくつかの実施形態では、これらのプラットフォームのすべてが、プッシュ通
知を送る際のなりすましを防ぐために、暗号化された安全メカニズムを使用する。
【００８４】
　いくつかの実施形態では、プッシュ通知はトークンにタグ付けされてもよい。デバイス
（３０６）は、トークンにタグ付けされたデータリクエストを事前認証するトークンを割
り当てられ、およびデバイスはトークンにタグ付けされたデータリクエストに応じてデジ
タル情報を伝送する。いくつかの実施形態では、プッシュはデバイスクライアント（２０
８）（例えばヘッダーにある）にタグ付けされる。
【００８５】
　いくつかの実施形態では、ＥＭＳ（３３０）は、１つのデータダンプに返されるデータ
をすべて返す。ＰＳＡＰ（３５０）におけるソフトウェアアプリケーションは、様々な方
法でデータを表示し得る。他の実施形態では、特定のデータ（例えば位置データ）が返さ
れる。いくつかの実施形態では、プッシュペイロードは、認証または確認用のコードを含
み得る。
【００８６】
　いくつかの実施形態では、デバイス（３０６）がプッシュを受け取ると、それは「起床
」し（例えばスリープモード、非アクティブモード、または減じられた機能、ネットワー
キングおよび／またはデータ送信／受信に特徴付けられる他のいくつかのよりアクティブ
でない状態から脱する）、およびデータ同期（動作３４２）とＥＭＳ（３３０）へのデー
タ伝送を開始する。いくつかの実施形態では、プッシュはさらに、１つ以上のスリープま
たは非アクティブモードからデバイス（３０６）を「起床」させ、デバイスは１つ以上の
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アクティブモードに移行する。
【００８７】
　いくつかの実施形態では、緊急セッションの終了は、データ伝送をどの程度継続するか
を決定する目的のためには検出されない。したがって、いくつかの実施形態では、デバイ
スは、設定された期間、データ伝送が確実に継続するようにするために、緊急セッション
の終了を検出する代わりに、緊急セッションの期間を推定する。いくつかの実施形態では
、デバイス（３０６）は、緊急セッションを推定するためにタイマーを使用する。いくつ
かの実施形態では、タイマーは、１秒から１０分の間に、好ましくは１分未満に設定され
る。いくつかの実施形態では、タイマーは緊急セッションに関する情報の直近の受信後３
０秒に設定される。いくつかの実施形態では、タイマーは約１秒から約６０秒である。い
くつかの実施形態では、タイマーは少なくとも約１秒である。いくつかの実施形態では、
タイマーは最大で約６０秒である。いくつかの実施形態では、タイマーは、約１秒～約５
秒、約１秒～約１０秒、約１秒～約２０秒、約１秒～約３０秒、約１秒～約４０秒、約１
秒～約５０秒、約１秒～約６０秒、約５秒～約１０秒、約５秒～約２０秒、約５秒～約３
０秒、約５秒～約４０秒、約５秒～約５０秒、約５秒～約６０秒、約１０秒～約２０秒、
約１０秒～約３０秒、約１０秒～約４０秒、約１０秒～約５０秒、約１０秒～約６０秒、
約２０秒～約３０秒、約２０秒～約４０秒、約２０秒～約５０秒、約２０秒～約６０秒、
約３０秒～約４０秒、約３０秒～約５０秒、約３０秒～約６０秒、約４０秒～約５０秒、
約４０秒～約６０秒、または約５０秒～約６０秒である。いくつかの実施形態では、タイ
マーは約１分から約１０分である。いくつかの実施形態では、タイマーは少なくとも約１
分である。いくつかの実施形態では、タイマーは最大で約１０分である。いくつかの実施
形態では、タイマーは、約１分～約２分、約１分～約３分、約１分～約４分、約１分～約
５分、約１分～約６分、約１分～約７分、約１分～約８分、約１分～約９分、約１分～約
１０分、約２分～約３分、約２分～約４分、約２分～約５分、約２分～約６分、約２分～
約７分、約２分～約８分、約２分～約９分、約２分～約１０分、約３分～約４分、約３分
～約５分、約３分～約６分、約３分～約７分、約３分～約８分、約３分～約９分、約３分
～約１０分、約４分～約５分、約４分～約６分、約４分～約７分、約４分～約８分、約４
分～約９分、約４分～約１０分、約５分～約６分、約５分～約７分、約５分～約８分、約
５分～約９分、約５分～約１０分、約６分～約７分、約６分～約８分、約６分～約９分、
約６分～約１０分、約７分～約８分、約７分～約９分、約７分～約１０分、約８分～約９
分、約８分～約１０分、または約９分～約１０分である。図３Ｂのように、最近のデータ
がデバイス（３０６）からＥＭＳ（３３０）に到着するまで、静的な情報のみが返される
。
【００８８】
　図４は、緊急通信の検出のために「ハートビート」信号（例えば周期的な伝送）を送信
する典型的な方法を例示する。いくつかの実施形態では、デバイスは、救急サービスにハ
ートビート信号を送信することによって緊急通信を検出する。いくつかの実施形態では、
デバイス（例えば図２の携帯電話（２０６））は、ユーザー（例えばユーザー（２００）
）が固有のダイヤラーを使用して緊急援助を呼び出す場合に、緊急通信を開始したデジタ
ル処理デバイスである。他の実施形態では、デバイス（例えばウェアラブルデバイス（２
０２））は、緊急通信を開始したデバイスではないが、別のデバイス（例えば携帯電話（
２０６））を介してユーザー（２００）によって緊急通報が開始された後に、緊急事態（
例えばユーザー（２００）の健康読み取り値）についてのデジタル情報を有するデジタル
処理デバイスである。
【００８９】
　ハートビート信号の使用によって、デバイス（例えば携帯電話、ウェアラブルデバイス
、コンピューター、医療用通信装置など）は、緊急事態に関する緊急通信を率先して検出
し、および緊急事態に応答するために関連するデジタル情報を送信する。場合によっては
、送信デバイスは直ちに緊急通信を検出することができず（図３Ｃに関する議論を参照）
、代わりにプロセスは、送信デバイスが救急サービスからプッシュ通知または他のメッセ
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ージを受信した時に開始される。緊急事態に関する重要な情報（正確かつ最新の位置およ
びセンサーデータを含む）を得る際の遅延を回避するために、デバイスは、率先して緊急
事態を検出し、かつ情報の送信を開始するために、救急サービスをポーリングする。いく
つかの実施形態では、ハートビートポーリングおよびデータ同期の周期は、デバイスの性
能（例えばネットワークの帯域幅、処理能力など）および状態（例えばバッテリ寿命、ア
クティブ状態、ユーザーの好みなど）に応じて調整可能である。このように、ユーザー（
例えば健康状態に苦しむ人物）は、緊急の場合に救急サービスに重要なデータを送信する
ための予想と計画を行うことができる。
【００９０】
　示されるように、デバイスは周期的にハートビート信号で救急サービス（例えばＥＭＳ
、ＰＳＡＰなど）をポーリングする（動作４１２）。いくつかの実施形態では、ハートビ
ートは、デバイス識別子（例えばデバイスＩＤ、ＭＡＣアドレス、ＳＳＩＤ、ＩＰアドレ
スなど）を有するペイロードを含む、インターネットを使用した（例えばＨＴＴＰ、ＨＴ
ＴＰＳ）リクエストである。いくつかの実施形態では、ハートビートペイロードは、電話
番号、ユーザー名、電子メールアドレス、物理アドレス、ナンバープレート番号、または
他の識別情報などのユーザーに関する識別子を含む。
【００９１】
　いくつかの実施形態では、ハートビートポーリングの周期は、デバイスの性能、デバイ
スの状態と性質とユーザーの緊急危険因子、ユーザーの好みなどの様々な要因に基づいて
選択される。いくつかの実施形態では、ハートビートポーリングの周期は、指数関数的後
退などの、ポーリングの頻度を調整するためのアルゴリズムを利用する。例えば、いくつ
かの実施形態では、ポーリングは、１秒に１回ポーリングすることによって開始され、お
よび１０分間の間に１０秒に１回まで減少する。
【００９２】
　いくつかの実施形態では、一旦ハートビート信号が受信されると、救急サービスは、緊
急セッションがそのデバイスまたはそのユーザーに関してアクティブであるかどうかをチ
ェックするためにデバイスの識別子を調べる。いくつかの実施形態では、アクティブセッ
ション（例えば緊急通報）に関する情報は、１つ以上のキャッシュまたはＥＭＳ内のデー
タベースに保存される。いくつかの実施形態では、緊急セッションが進行中かどうかをチ
ェックするために、ＥＭＳはＥＤＣ（例えばＰＳＡＰ）におけるアクティブセッションを
照会する。緊急セッションが見つからない場合、ＥＭＳは「いいえ」または否と答える。
代替的に、緊急セッションが検出されると、ＥＭＳは「はい」または正と答える。
【００９３】
　いくつかの実施形態では、デバイスＩＤ（または他の識別子）を調べた後にＥＭＳが緊
急セッションを見つけなかった場合、ＥＭＳはデバイスに「いいえ」と答える（動作４１
４）。したがって、ＥＭＳからデバイスへの「否定応答」があり、およびデバイスはハー
トビート信号でＥＭＳを周期的にポーリングし続ける。
【００９４】
　いくつかの実施形態では、デバイスＩＤ（または他の識別子）を調べた後にＥＭＳが緊
急セッションを見つけた場合、ＥＭＳはデバイスに「はい」と答える（動作４１４）。し
たがって、ＥＭＳからデバイスへの「肯定応答」がある。次に、デバイスは、デジタル情
報（例えば位置データ、緊急データ、センサーデータなど）を取得し、およびＥＭＳに伝
送することによって、データ同期を開始する（動作４１６）。データ同期が完了していな
い場合（動作４１８）、同期が完了するまでデバイスはデータの周期的な再送を続ける（
動作４１６＆４１８）。
【００９５】
　いくつかの実施形態では、データ同期が完了すると（動作４１８）、デバイスは周期的
に、緊急通信またはセッション（例えば緊急通報）の間を通して、緊急事態に関する最新
のデータが利用可能かどうかをチェックする（動作４２２）。いくつかの実施形態では、
データ同期またはデータ更新の周期はデバイスに依存する。いくつかの実施形態では、指
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数関数的後退のアルゴリズムは、ポーリング速度を調整するために使用され、および初期
状態と最終状態の周期は、随意にデバイスに応じて変化する。例示的な例として、周期的
に健康データを感知するウェアラブルデバイスは、データが急速に変わる場合もあるため
に、より頻繁に更新される。いくつかの実施形態では、変化がある場合にのみ、データは
更新される（例えば、位置が事前に送信されたデータとは異なることをデバイスが検出し
た時の位置データ更新）。
【００９６】
　いくつかの実施形態では、データ更新が必要とされるかどうかは、最新のデータの存在
、およびユーザー、ＥＭＳまたはＥＤＣ（例えばＰＳＡＰ）によって緊急通信が故意に終
了されていないことの確証に依存する。場合によっては、緊急セッションが無意識に中止
され、およびデバイスはＥＭＳを更新し続ける。いくつかの実施形態では、最新のデータ
が利用可能であり、および通信セッションがアクティブである場合（動作４２２）、デバ
イスはＥＭＳに最新のデータを伝送する（動作４１６＆４１８）。いくつかの実施形態で
は、最新のデータが利用可能ではなく、および緊急セッションが故意に終了された場合（
動作４２２）、デバイスはハートビート信号でのＥＭＳのポーリングに戻る（動作４１２
）。いくつかの実施形態では、デバイスからのデータは、迅速かつ効果的な応答を促すた
めに、緊急事態を処理するＰＳＡＰにとって利用可能になる。
【００９７】
＜追加の実施形態＞
　本明細書に開示される１つの態様に従って、例えば呼出しログについてのデバイスにお
いて利用可能な情報、アクティブ通信セッション、発呼者／被呼者についての情報、例え
ば電話番号、および進行中の呼出しの分類、例えばＳＯＳ呼出しまたはｅ－９１１通報し
、およびデバイスにおいて利用可能な情報の他の任意の形態に基づいて、デバイスのユー
ザーが進行中または差し迫った緊急事態にあるかどうかをユーザー通信装置によって判定
する方法が提供される。この判定に基づいて、ユーザー通信装置は、ユーザーに関するメ
タデータ、例えばユーザーの病歴、健康状態についての情報を含むメタデータ、例えばハ
ートビート、心拍数、血中酸素濃度および脈拍数を含む感知されたデータ等、ユーザーの
まわりの環境に関する利用可能なデータ、例えば気圧、空気中の酸素含有量、二酸化炭素
濃度、対象の他の気体のレベル、ユーザー通信装置に関する利用可能な情報、例えばＧＰ
Ｓ位置、ＧＰＳ位置の履歴、電話番号、ユーザー通信装置において利用可能なユーザーに
関する感知された情報、ユーザー通信装置の種類、および進行中または差し迫った緊急援
助の要請を有するユーザーをさらにより効果的に助けるためにＥＭＳおよび／またはＥＤ
Ｃによって使用可能な緊急事態に関する他の関連情報を、ＥＭＳおよび／またはＥＤＣと
共有し得る。該方法は、ユーザー、ユーザー通信装置、およびユーザーとユーザー通信装
置のまわりの環境についての、ユーザー通信装置において利用可能な既存データから、メ
タデータセットを構築する工程を含んでもよく、それによってこのメタデータセットは、
緊急事態、ユーザー、ユーザー通信装置および環境に関する最も最近の、かつ最も関連性
の高い情報の代表となる。ユーザー通信装置は、ユーザーの位置を管轄する、またはユー
ザー通信装置からの緊急援助の要請に目下対応中であるＥＭＳおよび／またはＥＤＣに緊
急事態に関連して送信された更新と共に、このメタデータセットを含み得る。
【００９８】
　別の実施形態に従って、ＥＭＳおよび／またはＥＤＣは、それが対応している既存の緊
急事態に関する包括的なメタデータを保有しているかどうかを自発的に検出するための方
法を実行する。ユーザー、ユーザー通信装置またはユーザーとユーザー通信装置のまわり
の環境についての、ＥＭＳおよび／またはＥＤＣが保有していない利用可能な追加のメタ
データがあり得ることが判定されるとこれに応えて、ＥＭＳおよび／またはＥＤＣは、現
在対応中の緊急事態に関係する追加のメタデータを共有するために、緊急援助の要請元で
あるユーザー通信装置にリクエストを送信してもよい。ユーザー通信装置から追加のメタ
データを受信すると、ＥＭＳおよび／またはＥＤＣは、メタデータを利用して、どのよう
にしてより効率的または効果的に緊急事態に対応するかを決定する。該方法はさらに、別



(37) JP 6919978 B2 2021.8.18

10

20

30

40

50

のデータソース、例えば別のユーザーが所持するユーザー通信装置、あるいはユーザー、
ユーザー通信装置、またはユーザーとユーザー通信装置のまわりの環境に関係するメタデ
ータを保有するインターネット上のデータベース、の有無をＥＭＳおよび／またはＥＤＣ
において判定する工程を含む。ＥＭＳおよび／またはＥＤＣは、この他のデータソースに
、緊急事態、ユーザー、ユーザー通信装置、またはユーザーとユーザー通信装置のまわり
の環境に関係するメタデータのリクエストを送信してもよく、およびこのメタデータを受
け取ると、当該メタデータを使用してより効率的または効果的に緊急事態に対応する方法
を決定し得る。
【００９９】
　いくつかの実施形態では、ユーザー通信装置は、ユーザー、ユーザー通信装置、および
ユーザーとユーザー通信装置のまわりの環境に関するメタデータを分析するために、ソフ
トウェアに実装されたアプリケーションクライアントを含む。この分析に基づいて、アプ
リケーションクライアントはメタデータセットを生成する。ユーザー通信装置のユーザー
が現在、緊急援助の要請の呼出しを行っている、または緊急援助を要請する状況にいる可
能性があることを検出すると、アプリケーションクライアントは、何らかの緊急援助の要
請、ＥＭＳおよび／またはＥＤＣから受信したデータリクエストに対する応答、またはＥ
ＭＳおよび／またはＥＤＣへの他の通信と共に、メタデータセットを伝送してもよい。い
くつかの実施形態では、アプリケーションクライアントは、このデータの共有に関する特
別な要請を受けることなく、ユーザーの命令により、ＥＭＳおよび／またはＥＤＣにメタ
データを自主的に伝送する。
【０１００】
　いくつかの実施形態では、ユーザー通信装置は、データ通信チャネル上での通信が可能
なスマートデバイス、例えばスマートフォン、タブレットコンピューター、またはラップ
トップコンピューターであり、それは、オンデマンド形式、または例えばＥＭＳおよび／
またはＥＤＣといった最初の応答者との共有をユーザー通信装置によって決定することで
位置情報とユーザーの健康状態を含むメタデータを概括および送信することができ、ＥＭ
Ｓおよび／またはＥＤＣとのデータ通信リンクを保守することができ、および新たなメタ
データ情報が利用可能になりユーザー通信装置によって決定されるとＥＭＳおよび／また
はＥＤＣに新たなメタデータ情報を更新することができる。
【０１０１】
　いくつかの実施形態では、ユーザー通信装置は、ユーザー通信装置のユーザーが現在、
ＥＤＣではない被呼者、例えば非公共の電話相談、法人の電話相談、または例えば友達や
家族といった緊急連絡先の人物に、緊急援助を要請する呼出しを行っていることを検出す
ると、メタデータセットを生成する。被呼者になされた緊急援助の要請の呼出しが、ユー
ザーが直面する緊急事態に関係していると判定されると、ユーザー通信装置は、被呼者ま
たは被呼者の通信装置とメタデータを共有してもよい。
【０１０２】
　いくつかの実施形態では、ＥＭＳおよび／またはＥＤＣは、例えばユーザー通信装置が
休止モードにあって入力を受信するための起動されたユーザーインターフェースを提供し
ていない場合、またはユーザー通信装置が、例えば通信モジュール、ユーザーインターフ
ェース、および他のそのようなモジュールといったクリティカルモジュールの多くを「Ｏ
ＦＦ」にしており、最低限のモジュールを「ＯＮ」にしているスリープモードにある場合
、といったデバイスの無反応状態からユーザー通信装置を「起床」させることができる。
ＥＭＳおよび／またはＥＤＣからのメッセージの受信に際して、ユーザー通信装置は、こ
れらのモジュールの機能を起動するために特定のモジュールをＯＮにしてもよい。ユーザ
ー通信装置はその後、これらのモジュールを使用して、ＥＭＳおよび／またはＥＤＣによ
ってリクエストされたメタデータ情報でもってＥＭＳおよび／またはＥＤＣに応答し、ユ
ーザー通信装置のユーザーへの緊急応答の提供を促す。
【０１０３】
　いくつかの実施形態では、ＥＭＳおよび／またはＥＤＣは、緊急援助を必要とするユー



(38) JP 6919978 B2 2021.8.18

10

20

30

40

50

ザーのものではないが、緊急援助を必要とするユーザーのユーザー通信装置に関係してい
るユーザー通信装置に、メタデータ情報のリクエストを送信する。これらの他のユーザー
のユーザー通信装置は、ユーザー、ユーザー通信装置、または緊急援助を必要としている
ユーザーと緊急援助の要請を送信したユーザー通信装置のまわりの環境に関する、追加の
メタデータ情報を提供し得る。
【０１０４】
　いくつかの実施形態では、別のユーザー通信装置、ＥＭＳ、またはＥＤＣにおける通信
装置との情報の共有が望ましいとユーザー通信装置が判定した時、ユーザー通信装置とＥ
ＭＳおよび／またはＥＤＣは、例えばＴＣＰ／ＩＰベースの通信チャネルなどのデータ通
信チャネルを通じて通信することができ、および自発的方式でこのデータ通信チャネルを
通じて、メタデータまたはメタデータ受信のリクエストを含むデータパケットを送受信す
ることができる。そのようなデータ交換は、ユーザー通信装置のユーザーによってあらか
じめ承認されている場合もある。ユーザーは、特定の種類のメタデータまたはメタデータ
一般のいずれかの自発的共有をあらかじめ承認していてもよく、およびユーザー通信装置
によってデータを自発的に共有し得る実体の種類をあらかじめ承認していてもよい。
【０１０５】
　いくつかの実施形態では、本明細書に開示されるのは、特定の事象に基づいて、ユーザ
ーのユーザー通信装置がユーザー通信装置において利用可能なメタデータを共有するため
の方法であり、該方法は：ユーザー通信装置によって、自発性に基づいて、ユーザーが現
在進行形で緊急援助の呼出しを行うためにデバイスを使用していること、または一定時間
内に緊急援助の呼出しを行う可能性があることを判定する工程；判定が行われると、ユー
ザー、ユーザー通信装置、およびユーザーとデバイスのまわりの環境についてデバイスに
おいて利用可能なデータからのメタデータセット、ユーザーが直面している緊急事態につ
いての、および／またはユーザーが将来直面する、またはその可能性のある差し迫った緊
急事態についての最も最近かつ最も関連性のある情報を表すメタデータセット、およびユ
ーザーとユーザー通信装置と環境についての情報を代表するもの、を構築する工程；ユー
ザー通信装置において、ユーザー通信装置のユーザーが現在進行形の緊急援助の呼出しを
行っている、切迫して緊急援助の呼出しを行うであろう、および／または被呼者に緊急援
助の呼出しをすると予想されると判定されると、被呼者にメタデータセットを伝送する工
程；被呼者とメタデータセットおよびメタデータセットに含まれる情報の受信を確認する
工程；ユーザー、ユーザー通信装置、およびユーザーのまわりの環境に関する最新の情報
の検出に応じて、最新の情報を表す更新されたメタデータセットをユーザー通信装置によ
って構築する工程；被呼者に最新のメタデータセットを伝送する工程；被呼者と最新のメ
タデータセットおよび最新のメタデータセットに含まれる情報の受信を確認する工程；お
よびユーザー通信装置と被呼者の任意の通信装置との間の通信を能動的に管理する工程、
を含む。いくつかの実施形態では、被呼者はＥＤＣおよび／またはＥＭＳである。いくつ
かの実施形態では、方法はさらに：ユーザー通信装置において、ユーザーとユーザー通信
装置と環境に関する利用可能なメタデータから導き出されたユーザーの現在の状態に基づ
き、ユーザー通信装置のユーザーが、巻き込まれている現在の緊急事態に関して緊急援助
を要請する呼出し中にあるという判定に応じて、ユーザーに対する緊急事態の潜在的な脅
威、脅威の種類、およびユーザーに対する脅威の可能性のある影響を判定する工程；緊急
援助を要請する呼出しがＥＭＳおよび／またはＥＤＣとのものではないという判定に応じ
て、脅威の種類、およびユーザーに対する脅威の可能性のある影響が、ＥＭＳおよび／ま
たはＥＤＣに連絡すべきものであるかどうかの決定を行う工程；ＥＭＳおよび／またはＥ
ＤＣに連絡すべきであるという決定に応じて、ユーザー通信装置のインターフェースにユ
ーザーへの警報を提供する工程；ユーザーから警報に対する応答を受信する工程；ユーザ
ーから受信した応答、脅威の種類、およびユーザーに対する脅威の可能性のある影響に照
らして、緊急事態に関する最も最近および最も関連性のある情報を表すメタデータセット
を含む緊急援助の要請を構成するかどうか、およびユーザー通信装置の位置判定モジュー
ルによって判定されたユーザーの位置を担当しているＥＭＳおよび／またはＥＤＣに伝送
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するかどうかを判定する工程；および緊急援助の要請の構成とＥＭＳおよび／またはＥＤ
Ｃへの伝送に応じて、メタデータセットおよびメタデータセットに含まれる情報の受取確
認をＥＭＳおよび／またはＥＤＣから受信する工程、ＥＭＳおよび／またはＥＤＣとの通
信を管理する工程、およびＥＭＳおよび／またはＥＤＣとの通信と緊急援助の要請の伝送
についてユーザーに通知する工程、を含む。いくつかの実施形態では、ユーザーが現在進
行形で緊急援助の呼出しを行うためにデバイスを使用していること、または一定時間内に
緊急援助の呼出しを行う可能性があることをユーザー通信装置によって判定する工程は、
呼出しログについての利用可能なデータ、アクティブ通信セッション、被呼者に関する情
報、進行中の呼出しの分類、およびデバイスにおいて利用可能な他の任意の情報の形態に
基づく。さらなる実施形態では、被呼者に関する情報には電話番号が含まれる。さらなる
実施形態では、進行中の呼出しはＳＯＳおよび／またはｅ－９１１通報として分類される
。いくつかの実施形態では、ユーザー通信装置によって構成されかつ被呼者と共有された
メタデータセットは、ユーザーとユーザー通信装置に関するメタデータ、ユーザーとユー
ザー通信装置に関する位置情報を含むメタデータ、ユーザーに関する健康データおよび環
境に関する情報を含む。さらなる実施形態では、ユーザーとユーザー通信装置に関する位
置情報は、ＧＰＳの位置情報データ、ＧＰＳ位置の履歴、デバイスが関係している最も最
近の基地局からの携帯電話基地局三角測量情報、Ｗｉ－Ｆｉ位置情報、および他の形態の
位置情報の１つ以上を含む。さらなる実施形態では、メタデータはさらに、ユーザー通信
装置の電話番号およびユーザー通信装置の種類の１つの代表を含む。さらなる実施形態で
は、健康データは、ユーザーの健康状態、ユーザーの病歴、およびユーザー通信装置のセ
ンサーによってユーザーに関して感知され、およびユーザー通信装置において利用可能な
ハートビート、心拍数、血中酸素濃度、および脈拍数の１つ以上を含む。さらなる実施形
態では、環境に関する情報には、気圧、空気中の酸素含有量、二酸化炭素濃度、および対
象となる他の気体のレベルの１つ以上が含まれる。いくつかの実施形態では、ユーザー通
信装置は、ユーザー通信装置からの緊急援助の要請を受信した後に送信されたＥＭＳおよ
び／またはＥＤＣからのリクエストに応じて、ＥＭＳおよび／またはＥＤＣにメタデータ
セットを伝送する。さらなる実施形態では、ＥＭＳおよび／またはＥＤＣは、ユーザー、
デバイスおよび環境に関する最も最近のメタデータを含む、緊急事態に関する最も最近の
メタデータを受信していない、または前もって保有していないことのいずれかに呼応して
リクエストを送信する。いくつかの実施形態では、ユーザー通信装置はアプリケーション
クライアントをホストし、アプリケーションクライアントを介して、緊急援助の要請に奉
仕するまたはユーザーが位置する地域を担当するＥＭＳおよび／またはＥＤＣと通信し、
アプリケーションクライアントは、ユーザーとユーザー通信装置と環境に関するメタデー
タセットを構成および共有し、およびユーザー通信装置とＥＭＳおよび／またはＥＤＣの
間のデータ接続とメタデータ情報の更新を管理する。
【０１０６】
　いくつかの実施形態では、本明細書に開示されるのは、デバイスのユーザーが現在緊急
援助の呼出しを行っているか、または切迫して緊急援助の呼出しを行うことになるかを判
定し、およびメタデータセットを構成および共有するように構成されたユーザー通信装置
であって、該ユーザー通信装置は：ユーザーインターフェース；および物理的なインタラ
クションコンポーネント；および通信ネットワークを通じてメタデータセットを含むメッ
セージを送受信するように構成された通信モジュールであって、メタデータはユーザー、
ユーザー通信装置、およびユーザーとユーザー通信装置のまわりの環境に関する情報を含
む、通信モジュール；およびプロセッサーであって：通信モジュールからのデータに基づ
いて、プロセッサーおよびユーザー通信装置上の関係するモジュールが現在進行形の呼出
しを行うのに使用されていることを判定し、および／またはユーザー通信装置の通信モジ
ュールと関係するモジュールからのデータに基づいて、プロセッサーおよびデバイス上の
関係するモジュールが一定時間内に緊急援助の呼出しを行うのに使用されることを判定し
；緊急援助の呼出しを行うためにプロセッサーおよび関係するモジュールが使用されてい
る、および／または一定時間内に使用されるだろうことの判定に応じて、ユーザー通信装
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置上のモジュールからユーザーと環境に関するメタデータを吸収し、メタデータセットを
構成し、およびユーザーの位置を担当するおよび／または緊急援助の要請に応答するＥＭ
Ｓおよび／またはＥＤＣとメタデータセットを共有し；通信モジュールを介した、ユーザ
ー通信装置から受信した緊急援助の進行中の呼出しに関するメタデータを共有するための
、ＥＭＳおよび／またはＥＤＣからのリクエストの受信に応じて、ユーザーと環境に関す
るメタデータを吸収し、メタデータセットを構成し、およびユーザーの位置を担当するお
よび／または緊急援助の要請に応答するＥＭＳおよび／またはＥＤＣとメタデータセット
を共有し；通信モジュールを介して、ＥＭＳおよび／またはＥＤＣへのデータ通信リンク
を確立し、およびユーザーが現在巻き込まれている、および／または一定時間内に巻き込
まれる可能性のある緊急事態に関する、ＥＭＳおよび／またはＥＤＣから受信したリクエ
ストに応答し；最新の感知されたユーザーの健康状態と位置に関して、デバイス上のセン
サーと位置モジュールからリアルタイムのデータを受信し；および、最新の感知されたユ
ーザーの健康状態と位置の指示を包含するために、ＥＭＳおよび／またはＥＤＣと共有さ
れるメタデータセットを更新する、ように構成されたプロセッサーを含む。いくつかの実
施形態では、デバイスは携帯電話である。いくつかの実施形態では、通信モジュールはさ
らに、緊急事態に関連するデータの重要な要素を代表するメタデータセットの概要を含む
メッセージを送受信するように構成される。いくつかの実施形態では、プロセッサーは、
通信モジュール、センサー、ユーザーインターフェースモジュール、位置判定モジュール
、およびユーザー通信装置にデータを収集または保存することができるモジュールの１つ
以上から、ユーザーおよび環境に関するメタデータを吸収した。いくつかの実施形態では
、ユーザー通信装置は、タブレットコンピューター、スマートフォン、ラップトップコン
ピューター、ウェアラブルデバイス、またはユーザーによって使用される端末装置の他の
任意の形態の１つを含むモバイルユーザー通信装置である。いくつかの実施形態では、ユ
ーザー通信装置はアプリケーションクライアントをホストし、およびプロセッサーはアプ
リケーションクライアントを使用してデバイスのユーザーとインタラクトし、アプリケー
ションクライアントは、ユーザーからのメタデータをデバイスに入力するために、および
プロセッサーからのコマンドと緊急警報をユーザー認識可能な動作に変換するために使用
される。さらなる実施形態では、ユーザー認識可能な動作は、ユーザー通信装置のユーザ
ーインターフェース上の表示である。さらなる実施形態では、プロセッサーからのコマン
ドは、音声コマンド、ビデオデータ、テキストベースのメッセージ、またはユーザーが理
解できるユーザーと機械のインタラクションの他の任意の形態の１つ以上を含む。さらな
る実施形態では、アプリケーションクライアントは、プロセッサーによってデバイスのユ
ーザーインターフェース上にユーザー向けに提示された緊急警報へのユーザーの応答を含
むユーザー入力を、機械コードまたはデバイスのプロセッサーが理解可能なコマンドに変
換し、および機械コードまたはコマンドをプロセッサーに送信する。
【０１０７】
　いくつかの実施形態では、本明細書に開示されるのは、第１のコンピューティングシス
テムおよび第１の通信システムを含む緊急管理システム（ＥＭＳ）であって、ＥＭＳは：
少なくとも１つの第１のＩ／Ｏシステムを通じてＥＭＳによって送信されたリクエストに
応えて、データ通信チャネルを通じてユーザー通信装置からのメタデータセットを受信し
、およびユーザー通信装置から緊急援助の要請を受信するように構成された、少なくとも
１つの第１の入出力（Ｉ／Ｏ）システム；データ通信ネットワークまたはアナログ音声チ
ャネルを通じた緊急援助の要請を受信し、および緊急事態に関係するメタデータ情報の受
信に関するリクエストを送信することを含むメッセージの送受信と、デバイスのプロセッ
サーへのこれらのメッセージの通信のために構成された通信モジュール；および少なくと
も１つの第１のＩ／Ｏシステムと通信する少なくとも１つの第１の処理ユニットであって
、該ユニットは：第１のコンピューティングシステムの通信モジュールおよび少なくとも
１つの第１のＩ／Ｏシステムにおいて、ユーザー通信装置から緊急援助の要請を受信し、
および受信した要請が緊急援助の要請であると解釈し；および、緊急援助の要請に関する
メタデータ情報が、緊急援助の要請と共に受信されたかどうかを判定し、メタデータ情報
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が緊急援助の要請と共に受信されていないことの成功裡の確認に基づき、通信モジュール
および少なくとも１つの第１のＩ／Ｏシステムにおいて、ユーザー通信装置からのメタデ
ータ情報をＥＭＳと共有するためのリクエストを構成し、およびＥＭＳによるメタデータ
情報の成功裡の受信に応えて、メタデータ情報の受信の確認をユーザー通信装置に提供し
；ユーザー通信装置は緊急事態に関するメタデータの送信が不可能または利用不可能であ
るという判定に応じて、ユーザー通信装置に関係する１つ以上の別のユーザー通信装置に
メタデータ共有のリクエストを送信し、および少なくとも１つの第１のＩ／Ｏシステムに
おいて１つ以上のユーザー通信装置からのメタデータ情報を受け取り；周期的にメタデー
タセットを分析し、かつ緊急事態に関する新たな情報を得るとメタデータセットを更新し
、および緊急事態に関するＥＭＳが保有していない新たな情報があり得るという判定され
ると、メタデータ受信のための最新のリクエストを送信し；および、ユーザー通信装置と
ＥＭＳとの間の、および緊急出動センターとのデータ通信リンクを能動的に管理するよう
に構成される少なくとも１つの第１の処理ユニット、を含む。
＜デジタル処理デバイス＞
【０１０８】
　いくつかの実施形態では、本明細書に記載されるプラットフォーム、媒体、方法、およ
びアプリケーションは、デジタル処理デバイス、プロセッサー、またはそれらの使用を包
含する。さらなる実施形態では、デジタル処理デバイスは、デバイスの機能を実行する１
つ以上のハードウェア中央処理装置（ＣＰＵ）を含んでいる。またさらなる実施形態では
、デジタル処理デバイスは、実行可能な命令を行うように構成されたオペレーティングシ
ステムをさらに含む。いくつかの実施形態では、デジタル処理デバイスは随意に接続され
たコンピューターネットワークである。さらなる実施形態では、デジタル処理デバイスは
ワールド・ワイド・ウェブにアクセスするようにインターネットに随意に接続される。さ
らなる実施形態では、デジタル処理デバイスは、クラウド・コンピューティング・インフ
ラストラクチャーに随意に接続される。他の実施形態では、デジタル処理デバイスは、イ
ントラネットに随意に接続される。他の実施形態では、デジタル処理デバイスは、データ
記憶デバイスに随意に接続される。
【０１０９】
　本明細書の記載によれば、適切なデジタル処理デバイスは、非限定的な例として、サー
バーコンピューター、デスクトップコンピューター、ラップトップコンピューター、ノー
ト型パソコン、サブノート型パソコン、ネットブックコンピューター、ネットパッドコン
ピューター、セットトップコンピューター、ハンドヘルドコンピューター、インターネッ
ト家電、モバイルスマートフォン、タブレット型コンピューター、携帯情報端末、ビデオ
ゲーム機器および車両を包含する。当業者は、多くのスマートフォンが、本明細書に記載
されるシステムでの使用に適していることを認識するであろう。当業者はさらに、任意の
コンピューターネットワーク接続を有する選択されたテレビ、ビデオプレーヤー、および
デジタル音楽プレーヤーが、本明細書に記載されるシステムでの使用に適していることを
認識するであろう。適切なタブレットコンピューターとして、当業者に既知のブックレッ
ト、スレート、および変換可能な構成を有するものがあげられる。
【０１１０】
　いくつかの実施形態では、デジタル処理デバイスは実行可能な命令を実行するように構
成されたオペレーティングシステムを含む。オペレーティングシステムは、例えば、デバ
イスのハードウェアを制御し、およびアプリケーションの実行のためのサービスを提供す
る、プログラムとデータを含むソフトウェアである。当業者は、適切なサーバーオペレー
ティングシステムには、非限定的な例として、ＦｒｅｅＢＳＤ、ＯｐｅｎＢＳＤ、Ｎｅｔ
ＢＳＤ（登録商標）、リナックス（登録商標）、Ａｐｐｌｅ（登録商標）Ｍａｃ　ＯＳ　
Ｘ　Ｓｅｒｖｅｒ（登録商標）、Ｏｒａｃｌｅ（登録商標）Ｓｏｌａｒｉｓ（登録商標）
、Ｗｉｏｄｏｗｓ　Ｓｅｒｖｅｒ（登録商標）、およびＮｏｖｅｌｌ（登録商標）Ｎｅｔ
Ｗａｒｅ（登録商標）が含まれることを認識する。当業者は、適切なパソコンオペレーテ
ィングシステムには、非限定的な例として、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ（登録商標）Ｗｉｎｄｏ
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ｗｓ（登録商標）、Ａｐｐｌｅ（登録商標）Ｍａｃ　ＯＳ　Ｘ（登録商標）、ＵＮＩＸ（
登録商標）、およびＧＮＵ／Ｌｉｎｕｘ（登録商標）などのＵＮＩＸのようなオペレーテ
ィングシステムが含まれることを認識する。いくつかの実施形態において、オペレーティ
ングシステムは、クラウドコンピューティングによって提供される。当業者は、適切なモ
バイルスマートフォンオペレーティングシステムには、非限定的な例として、Ｎｏｋｉａ
（登録商標）Ｓｙｍｂｉａｎ（登録商標）ＯＳ、Ａｐｐｌｅ（登録商標）ｉＯＳ（登録商
標）、Ｒｅｓｅａｒｃｈ　ｉｎ　Ｍｏｔｉｏｎ（登録商標）ＢｌａｃｋＢｅｒｒｙ　ＯＳ
（登録商標）、Ｇｏｏｇｌｅ（登録商標）Ａｎｄｒｏｉｄ（登録商標）、Ｍｉｃｒｏｓｏ
ｆｔ（登録商標）Ｗｉｎｄｏｗｓ　Ｐｈｏｎｅ（登録商標）ＯＳ、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ（
登録商標）Ｗｉｎｄｏｗｓ　Ｍｏｂｉｌｅ（登録商標）ＯＳ、Ｌｉｎｕｘ（登録商標）、
およびＰａｌｍ（登録商標）ＷｅｂＯＳ（登録商標）が含まれることを認識する。
【０１１１】
　いくつかの実施形態では、デバイスは記憶装置および／またはメモリデバイスを含む。
記憶装置および／またはメモリデバイスは、一時的または永久的にデータまたはプログラ
ムを記憶するために使用される１つ以上の物理的な機器である。いくつかの実施形態にお
いて、デバイスは揮発性メモリであり、および記憶された情報を維持するための電力を必
要とする。いくつかの実施形態において、デバイスは不揮発性メモリであり、デジタル処
理デバイスに電力が供給されないときに記憶した情報を保持する。さらなる実施形態にお
いて、不揮発性メモリはフラッシュメモリを含む。いくつかの実施形態において、不揮発
性メモリは、ダイナミックランダムアクセスメモリ（ＤＲＡＭ）を含む。いくつかの実施
形態において、不揮発性メモリは、強誘電体ランダムアクセスメモリ（ＦＲＡＭ）を含む
。いくつかの実施形態において、不揮発性メモリは、相変化ランダムアクセスメモリ（Ｐ
ＲＡＭ）を含む。いくつかの実施形態において、不揮発性メモリは、磁気抵抗メモリ（Ｍ
ＲＡＭ）を含む。他の実施形態において、デバイスは、非限定的な例として、ＣＤ－ＲＯ
Ｍ、ＤＶＤ、フラッシュメモリ装置、磁気ディスクドライブ、磁気テープドライブ、光デ
ィスクドライブ、およびクラウドコンピューティングベースの記憶装置を含む記憶装置で
ある。さらなる実施形態において、記憶装置および／またはメモリデバイスは、本明細書
に開示されるものなどのデバイスの組み合わせである。
【０１１２】
　いくつかの実施形態では、デジタル処理デバイスは、対象に視覚情報を送るディスプレ
イを含む。いくつかの実施形態では、ディスプレイはブラウン管（ＣＲＴ）である。いく
つかの実施形態では、ディスプレイは液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）である。さらなる実施
形態において、ディスプレイは薄膜トランジスタ液晶ディスプレイ（ＴＦＴ－ＬＣＤ）で
ある。いくつかの実施形態において、ディスプレイは、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）
ディスプレイである。様々なさらなる実施形態において、ＯＬＥＤディスプレイは、パッ
シブ－マトリクスＯＬＥＤ（ＰＭＯＬＥＤ）またはアクティブ－マトリクスＯＬＥＤ（Ａ
ＭＯＬＥＤ）のディスプレイである。いくつかの実施形態において、ディスプレイはプラ
ズマディスプレイである。いくつかの実施形態では、ディスプレイは電子ペーパー（Ｅ－
ｐａｐｅｒまたはＥ　ｉｎｋ）である。他の実施形態において、ディスプレイはビデオプ
ロジェクターである。またさらなる実施形態において、ディスプレイは、本明細書に開示
されるものなどのデバイスの組み合わせである。
【０１１３】
　いくつかの実施形態では、デジタル処理デバイスは、対象からの情報を受信するための
入力デバイスを含む。いくつかの実施形態において、入力デバイスはキーボードである。
いくつかの実施形態において、入力デバイスは、非限定的な例として、マウス、トラック
ボール、トラックパッド、ジョイスティック、ゲームコントローラ、またはスタイラスを
含むポインティングデバイスである。いくつかの実施形態において、入力デバイスはタッ
チスクリーンまたはマルチタッチスクリーンである。他の実施形態において、入力デバイ
スは、声または他の音声入力を捕らえるマイクロホンである。いくつかの実施形態におい
て、入力デバイスは、動きまたは視覚入力を捕らえるビデオカメラである。さらなる実施
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形態において、入力デバイスは、Ｋｉｎｅｃｔ、Ｌｅａｐ　Ｍｏｔｉｏｎなどである。ま
たさらなる実施形態において、入力デバイスは本明細書に開示されるものなどのデバイス
の組み合わせである。
【０１１４】
＜非一時的コンピューター可読記憶媒体＞
　いくつかの実施形態では、本明細書に記載されるプラットフォーム、媒体、方法、およ
びアプリケーションは、随意にネットワーク化されたデジタル処理デバイスのオペレーテ
ィングシステムによって実行可能な命令を含むプログラムを用いてエンコードされた、１
つ以上の非一時的コンピューター可読記憶媒体を含む。さらなる実施形態では、コンピュ
ーター可読記憶媒体はデジタル処理デバイスの実体的な構成要素である。またさらなる実
施形態では、コンピューター可読記憶媒体は、デジタル処理デバイスから随意に除去可能
である。いくつかの実施形態では、コンピューター可読記憶媒体は、非限定的な例として
、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、フラッシュメモリ装置、ソリッドステートメモリ、磁気ディス
クドライブ、磁気テープドライブ、光ディスクドライブ、クラウドコンピューティングシ
ステムおよびサービスなどを含む。場合によっては、プログラムと命令は媒体上で永久に
、実質的に永久に、半永久に、または非一時的にエンコードされる。
【０１１５】
＜コンピュータープログラム＞
　いくつかの実施形態では、本明細書に記載されるプラットフォーム、媒体、方法および
アプリケーションは、少なくとも１つのコンピュータープログラム、またはその使用を含
む。コンピュータープログラムは、デジタル処理デバイスのＣＰＵで実行可能であり、特
定のタスクを実行するために書き込まれる一連の命令を含む。コンピューター可読命令は
、特定のタスクを行う、または特定の種類の抽象データを実行する機能、オブジェクト、
アプリケーションプログラミングインターフェース（ＡＰＩ）、データ構造などのプログ
ラムモジュールとして実装されてもよい。本明細書で提供される開示の観点から、当業者
は、コンピュータープログラムが様々な言語の様々なバージョンで書き込まれてもよいこ
とを認識するであろう。
【０１１６】
　コンピューター可読命令の機能性を、様々な環境において望まれるように組み合わせ、
または分配してもよい。いくつかの実施形態では、コンピュータープログラムは１つの命
令列を含む。いくつかの実施形態では、コンピュータープログラムは複数の命令列を含む
。いくつかの実施形態では、コンピュータープログラムは１つの位置から提供される。他
の実施形態では、コンピュータープログラムは複数の位置から提供される。様々な実施形
態では、コンピュータープログラムは、１つ以上のソフトウェアモジュールを含む。様々
な実施形態では、コンピュータープログラムは、一部または全体として、１つ以上のウェ
ブアプリケーション、１つ以上のモバイルアプリケーション、１つ以上のスタンドアロン
アプリケーション、１つ以上のウェブブラウザプラグイン、拡張、アドイン、またはアド
オン、またはそれらの組み合わせを含む。
【０１１７】
＜ウェブアプリケーション＞
　いくつかの実施形態では、コンピュータープログラムは、ウェブアプリケーションを含
む。本明細書で提供される本開示に照らして、当業者は、ウェブアプリケーションが様々
な実施形態において１つ以上のソフトウェアフレームワークと１つ以上のデータベースシ
ステムを採用することを認識するであろう。いくつかの実施形態では、ウェブアプリケー
ションは、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ（登録商標）．ＮＥＴまたはＲｕｂｙ　ｏｎ　Ｒａｉｌｓ
（ＲｏＲ）などのソフトウェアフレームワークで作成される。いくつかの実施形態では、
ウェブアプリケーションは、非限定的な例として、リレーショナル、非リレーショナル、
オブジェクト指向、結合性、およびＸＭＬのデータベースシステムを含む１つ以上のデー
タベースシステムを利用する。さらなる実施形態では、適切なリレーショナルデータベー
スシステムは、非限定的な例として、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ（登録商標）ＳＱＬサーバー、
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ｍｙＳＱＬ（商標）、およびＯｒａｃｌｅ（登録商標）を含む。当業者は、ウェブアプリ
ケーションが様々な実施形態において１つ以上の言語の１つ以上のバージョンで書かれて
いることを認識するであろう。ウェブアプリケーションは、１つ以上のマークアップ言語
、プレゼンテーション定義言語、クライアント側スクリプト言語、サーバー側コーディン
グ言語、データベースクエリ言語、またはこれらの組み合わせで書かれてもよい。いくつ
かの実施形態では、ウェブアプリケーションは、ハイパーテキストマークアップ言語（Ｈ
ＴＭＬ）、拡張可能ハイパーテキストマークアップ言語（ＸＨＴＭＬ）、または拡張可能
マークアップ言語（ＸＭＬ）などのマークアップ言語で、ある程度まで書かれている。い
くつかの実施形態では、ウェブアプリケーションは、カスケーディング・スタイル・シー
ト（ＣＳＳ）などのプレゼンテーション定義言語である程度まで書かれている。いくつか
の実施形態では、ウェブアプリケーションは、非同期ＪａｖａｓｃｒｉｐｔおよびＸＭＬ
（ＡＪＡＸ）、Ｆｌａｓｈ（登録商標）Ａｃｔｉｏｎｓｃｒｉｐｔ、Ｊａｖａｓｃｒｉｐ
ｔ、またはＳｉｌｖｅｒｌｉｇｈｔ（登録商標）などのクライアント側スクリプト言語で
ある程度まで書かれている。いくつかの実施形態では、ウェブアプリケーションは、アク
ティブサーバーページ（ＡＳＰ）、ＣｏｌｄＦｕｓｉｏｎ（登録商標）、Ｐｅｒｌ、Ｊａ
ｖａ（商標）、ＪａｖａＳｅｒｖｅｒ　Ｐａｇｅｓ（ＪＳＰ）、ハイパーテキストプリプ
ロセッサ（ＰＨＰ）、Ｐｙｔｈｏｎ（商標）、Ｒｕｂｙ、Ｔｃｌ、スモールトーク、Ｗｅ
ｂＤＮＡ（登録商標）、またはＧｒｏｏｖｙなどのサーバー側コーディング言語である程
度まで書かれている。いくつかの実施形態では、ウェブアプリケーションは、構造化クエ
リ言語（ＳＱＬ）などのデータベースクエリ言語である程度まで書かれている。いくつか
の実施形態では、ウェブアプリケーションは、ＩＢＭ（登録商標）Ｌｏｔｕｓ　Ｄｏｍｉ
ｎｏ（登録商標）などの企業側サーバー製品を統合する。いくつかの実施形態では、ウェ
ブアプリケーションはメディアプレイヤー要素を含んでいる。様々なさらなる実施形態で
は、メディアプレイヤー要素は、非限定的な例として、Ａｄｏｂｅ（登録商標）Ｆｌａｓ
ｈ（登録商標）、ＨＴＭＬ　５、Ａｐｐｌｅ（登録商標）ＱｕｉｃｋＴｉｍｅ（登録商標
）、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ（登録商標）Ｓｉｌｖｅｒｌｉｇｈｔ（登録商標）、Ｊａｖａ（
商標）、およびＵｎｉｔｙ（登録商標）を含む多くの適切なマルチメディア技術の１つ以
上を利用する。
【０１１８】
＜モバイルアプリケーション＞
　いくつかの実施形態では、コンピュータープログラムは、モバイルのデジタル処理デバ
イスに提供されるモバイルアプリケーションを含む。いくつかの実施形態では、モバイル
アプリケーションは製造時にモバイルデジタル処理デバイスに提供される。他の実施形態
では、モバイルアプリケーションは、本明細書に記載されるコンピューターネットワーク
によってモバイルデジタル処理デバイスに提供される。
【０１１９】
　本明細書に提供される開示を考慮して、モバイルアプリケーションは、当技術分野で既
知のハードウェア、言語、開発環境を使用して、当業者に既知の技術によって作成される
。当業者は、モバイルアプリケーションが複数の言語で書かれることを認識するであろう
。適切なプログラミング言語は、非限定的な例として、Ｃ、Ｃ＋＋、Ｃ＃、オブジェクテ
ィブ－Ｃ、Ｊａｖａ（商標）、Ｊａｖａｓｃｒｉｐｔ、パスカル、オブジェクトパスカル
、Ｐｙｔｈｏｎ（商標）、Ｒｕｂｙ、ＶＢ．ＮＥＴ、ＷＭＬ、およびＣＳＳを含むまたは
含まないＸＨＴＭＬ／ＨＴＭＬ、あるいはこれらの組み合わせを含む。
【０１２０】
　適切なモバイルアプリケーションの開発環境は、いくつかのソースから入手可能である
。市販の開発環境には、非限定的な例として、ＡｉｒｐｌａｙＳＤＫ、ａｌｃｈｅＭｏ、
Ａｐｐｃｅｌｅｒａｔｏｒ（登録商標）、Ｃｅｌｓｉｕｓ、Ｂｅｄｒｏｃｋ、フラッシュ
ライト、．ＮＥＴコンパクトフレームワーク、Ｒｈｏｍｏｂｉｌｅ、およびＷｏｒｋＬｉ
ｇｈｔモバイルプラットフォームが含まれる。他の開発環境は、費用負担なく入手可能で
あり、非限定的な例として、Ｌａｚａｒｕｓ、ＭｏｂｉＦｌｅｘ、ＭｏＳｙｎｃ、および
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Ｐｈｏｎｅｇａｐがあげられる。さらに、モバイルデバイスのメーカーは、非限定的な例
として、ｉＰｈｏｎｅおよびｉＰａｄ（ｉＯＳ）ＳＤＫ、アンドロイド（商標）ＳＤＫ、
ＢｌａｃｋＢｅｒｒｙ（登録商標）ＳＤＫ、ＢＲＥＷ　ＳＤＫ、Ｐａｌｍ（登録商標）Ｏ
Ｓ　ＳＤＫ、Ｓｙｍｂｉａｎ　ＳＤＫ、ｗｅｂＯＳ　ＳＤＫ、およびＷｉｎｄｏｗｓ（登
録商標）モバイルＳＤＫを含むソフトウェア開発者キットを販売している。
【０１２１】
　当業者は、非限定的な例としてＡｐｐｌｅ（登録商標）Ａｐｐ　Ｓｔｏｒｅ、Ａｎｄｒ
ｏｉｄ（商標）Ｍａｒｋｅｔ、ＢｌａｃｋＢｅｒｒｙ（登録商標）Ａｐｐ　Ｗｏｒｌｄ、
Ｐａｌｍデバイス用のＡｐｐ　Ｓｔｏｒｅ、ｗｅｂＯＳ用のＡｐｐ　Ｃａｔａｌｏｇ、Ｍ
ｏｂｉｌｅ用のＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）Ｍａｒｋｅｔｐｌａｃｅ、Ｎｏｋｉａ（登録
商標）デバイス用のＯｖｉ　Ｓｔｏｒｅ、Ｓａｍｓｕｎｇ（登録商標）Ａｐｐｓ、および
Ｎｉｎｔｅｎｄｏ（登録商標）ＤＳｉショップを含むいくつかの商用フォーラムが、モバ
イルアプリケーションの配信のために利用可能であることを認識する。
【０１２２】
＜スタンドアロンアプリケーション＞
　いくつかの実施形態では、コンピュータープログラムは、独立したコンピュータープロ
セスとして実行され、既存のプロセスへのアドオンではない、例えばプラグインではない
プログラムであるスタンドアロンのアプリケーションを含む。当業者は、スタンドアロン
アプリケーションがしばしばコンパイルされることを認識するであろう。コンパイラは、
プログラミング言語で書かれたソースコードをアセンブリ言語または機械コードのような
バイナリオブジェクトコードに変換するコンピュータープログラムである。適切なコンパ
イルされたプログラミング言語は、非限定的な例として、Ｃ、Ｃ＋＋、オブジェクティブ
－Ｃ、ＣＯＢＯＬ、Ｄｅｌｐｈｉ、Ｅｉｆｆｅｌ、Ｊａｖａ（商標）、リスプ、Ｐｙｔｈ
ｏｎ（商標）、Ｖｉｓｕａｌ　Ｂａｓｉｃ、およびＶＢ．ＮＥＴ、またはこれらの組み合
わせを含む。コンパイルは実行可能プログラムを作成するために少なくとも部分的に行わ
れることが多い。いくつかの実施形態では、コンピュータープログラムは１つ以上の実行
可能なコンパイルされたアプリケーションを含んでいる。
【０１２３】
＜ソフトウェアモジュール＞
　いくつかの実施形態では、本明細書に記載されるプラットフォーム、媒体、方法および
アプリケーションは、ソフトウェア、サーバー、および／またはデータベースモジュール
、またはそれらの使用を含む。本明細書で提供される本開示に照らして、ソフトウェアモ
ジュールは、当技術分野で既知のマシン、ソフトウェア、および言語を使用する当業者に
既知の技術によって作成される。本明細書に開示されるソフトウェアモジュールは多くの
方法で実施される。様々な実施形態において、ソフトウェアモジュールは、ファイル、コ
ードのセクション、プログラミングオブジェクト、プログラミング構造、またはそれらの
組み合わせを含む。さらに様々な実施形態において、ソフトウェアモジュールは、複数の
ファイル、コードの複数のセクション、複数のプログラミングオブジェクト、複数のプロ
グラミング構造、またはそれらの組み合わせを含む。様々な実施形態において、１つ以上
のソフトウェアモジュールは、限定されないが、ウェブアプリケーション、モバイルアプ
リケーション、およびスタンドアロンアプリケーションを含む。いくつかの実施形態にお
いて、ソフトウェアモジュールは、１つのコンピュータープログラムまたはアプリケーシ
ョンにある。他の実施形態において、ソフトウェアモジュールは、１より多くのコンピュ
ータープログラムまたはアプリケーションにある。いくつかの実施形態において、ソフト
ウェアモジュールは１つのマシン上でホストされる。他の実施形態において、ソフトウェ
アモジュールは１より多くのマシン上でホストされる。さらなる実施形態において、ソフ
トウェアモジュールは、クラウドコンピューティングプラットフォーム上でホストされる
。いくつかの実施形態において、ソフトウェアモジュールは１つの位置にある１つ以上の
マシン上でホストされる。他の実施形態において、ソフトウェアモジュールは、１より多
くの位置にある１つ以上のマシン上でホストされる。
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【０１２４】
＜データベース＞
　いくつかの実施形態では、本明細書に記載のプラットフォーム、システム、媒体、およ
び方法は、１つ以上のデータベース、またはその使用を含む。本明細書に提供される開示
に照らして、当業者は、多くのデータベースがバーコード、ルート、パーセル、サブジェ
クト、またはネットワーク情報の保存と検索に適していることを認識するだろう。様々な
実施形態では、適切なデータベースは、非限定的な例として、リレーショナルデータベー
ス、非リレーショナルデータベース、オブジェクト指向型データベース、オブジェクトデ
ータベース、エンティティ関係モデルデータベース、結合性データベース、およびＸＭＬ
データベースを含んでいる。いくつかの実施形態では、データベースはインターネットを
利用したものである。さらなる実施形態では、データベースはウェブを利用したものであ
る。またさらなる実施形態では、データベースはクラウドコンピューティングを利用した
ものである。他の実施形態では、データベースは１つ以上のローカルコンピューター記憶
デバイスを利用したものである。
【０１２５】
＜ウェブブラウザプラグイン＞
　いくつかの実施形態では、コンピュータープログラムは、ウェブブラウザプラグインを
含む。コンピューティングにおいて、プラグインは、より大きなソフトウェアアプリケー
ションに特定の機能を追加する１つ以上のソフトウェアコンポーネントである。ソフトウ
ェアアプリケーションのメーカーは、第三者の開発者がアプリケーションを拡張する能力
を生み出し、新しい機能を簡単に追加するのを助け、およびアプリケーションのサイズを
小さくするのを可能にするために、プラグインをサポートする。サポートされている場合
、プラグインは、ソフトウェアアプリケーションの機能をカスタマイズ可能にする。例え
ばプラグインは、ビデオを再生し、インタラクションを引き起こし、ウィルスをスキャン
し、特定のファイル形式を表示するために、ウェブブラウザにおいて一般的に使用される
。当業者は、Ａｄｏｂｅ（登録商標）Ｆｌａｓｈ（登録商標）Ｐｌａｙｅｒ、Ｍｉｃｒｏ
ｓｏｆｔ（登録商標）Ｓｉｌｖｅｒｌｉｇｈｔ（登録商標）、およびＡｐｐｌｅ（登録商
標）ＱｕｉｃｋＴｉｍｅ（登録商標）を含むプラグインに精通しているだろう。いくつか
の実施形態では、ツールバーは、１つ以上のウェブブラウザ拡張機能、アドイン、または
アドオンを含む。いくつかの実施形態では、ツールバーは、１つ以上のエクスプローラバ
ー、ツールバンド、またはデスクバンドを含む。
【０１２６】
　本明細書で提供される開示に照らして、当業者は、非限定的な例として、Ｃ＋＋、Ｄｅ
ｌｐｈｉ、Ｊａｖａ（商標）、ＰＨＰ、Ｐｙｔｈｏｎ（商標）、およびＶＢ．ＮＥＴ、ま
たはそれらの組み合わせを含む様々なプログラミング言語でのプラグインの開発を可能に
する、いくつかのプラグインフレームワークが利用可能であることを認識するだろう。
【０１２７】
　Ｗｅｂブラウザ（インターネットブラウザとも呼ばれる）は、ワールド・ワイド・ウェ
ブ上の情報資源を検索、提示、および横断するための、ネットワーク接続されたデジタル
処理デバイスで使用するために設計された、ソフトウェアアプリケーションである。適切
なウェブブラウザは、非限定的な例として、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ（登録商標）Ｉｎｔｅｒ
ｎｅｔ　Ｅｘｐｌｏｒｅｒ（登録商標）、Ｍｏｚｉｌｌａ（登録商標）Ｆｉｒｅｆｏｘ（
登録商標）、Ｇｏｏｇｌｅ（登録商標）Ｃｈｒｏｍｅ、Ａｐｐｌｅ（登録商標）Ｓａｆａ
ｒｉ（登録商標）、Ｏｐｅｒａ　Ｓｏｆｔｗａｒｅ（登録商標）Ｏｐｅｒａ（登録商標）
、およびＫＤＥ　Ｋｏｎｑｕｅｒｏｒを含む。いくつかの実施形態では、ウェブブラウザ
は、モバイルウェブブラウザである。モバイルウェブブラウザ（マイクロブラウザ、ミニ
ブラウザ、および無線ブラウザとも呼ばれる）は、非限定的な例として、ハンドヘルドコ
ンピューター、タブレットコンピューター、ネットブックコンピューター、サブノートブ
ックコンピューター、スマートフォン、音楽プレーヤー、携帯情報端末（ＰＤＡ）、およ
び携帯型のビデオゲームシステムを含む、モバイルデジタル処理デバイスで使用するため
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に設計されている。適切なモバイルウェブブラウザは、非限定的な例として、Ｇｏｏｇｌ
ｅ（登録商標）Ａｎｄｒｏｉｄ（登録商標）ブラウザ、ＲＩＭ　ＢｌａｃｋＢｅｒｒｙ（
登録商標）ブラウザ、Ａｐｐｌｅ（登録商標）Ｓａｆａｒｉ（登録商標）、Ｐａｌｍ（登
録商標）Ｂｌａｚｅｒ、Ｐａｌｍ（登録商標）ＷｅｂＯＳ（登録商標）ブラウザ、モバイ
ル用のＭｏｚｉｌｌａ（登録商標）Ｆｉｒｅｆｏｘ（登録商標）、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ（
登録商標）Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｅｘｐｌｏｒｅｒ（登録商標）Ｍｏｂｉｌｅ、Ａｍａｚｏ
ｎ（登録商標）Ｋｉｎｄｌｅ（登録商標）Ｂａｓｉｃ　Ｗｅｂ、Ｎｏｋｉａ（登録商標）
ブラウザ、Ｏｐｅｒａ　Ｓｏｆｔｗａｒｅ（登録商標）Ｏｐｅｒａ（登録商標）Ｍｏｂｉ
ｌｅ、およびＳｏｎｙ（登録商標）ＰＳＰ（商標）ブラウザを含む。
【実施例】
【０１２８】
　以下の例示的な実施例は、本明細書に記載される方法、デバイス、システム、および媒
体の代表的な実施形態であり、決して限定を意図しない。
【０１２９】
＜実施例１＞
　ハリーは７０歳であり、血圧を管理するために日々の薬物治療を必要とする心臓病を有
している。ハリーの心臓状態は失神の発作のリスクをもたらすため、彼は脈拍と血圧をモ
ニタリングするためのセンサーを有するスマートウォッチを身に着けており、かつＢｌｕ
ｅｔｏｏｔｈ接続によって携帯電話とスマートウォッチを関係づけている。スマートウォ
ッチは、彼が医学的な緊急事態に苦しんでいる場合に押すことができる非常ボタンを有す
る。何事もなく数ヶ月が過ぎる。そしてある日、ハリーはソファーでテレビを見ている間
に薬を服用するのを忘れる。ハリーの血圧は危険なほど低下し、そしてハリーは頭がふら
ふらしてめまいがするようになる。ハリーはスマートウォッチの非常ボタンを押して、携
帯電話を通じて地元の公衆安全アクセスポイント／緊急応答機関（ＰＳＡＰ）との緊急通
報を開始する。スマートウォッチは緊急通報を検出し、そして自発的にＧＰＳから位置情
報と、センサーかの心拍数と血圧のデータを得る。スマートウォッチは次に、緊急管理シ
ステム（ＥＭＳ）とのデータ接続を確立し、緊急管理システムに（暗号化された）位置情
報とセンサーデータを送信する。スマートウォッチは、呼出しの間中、最新の位置情報と
センサーデータを周期的に送信し続ける。緊急管理システムは、コールバック番号（ハリ
ーの電話番号）に受信した情報とデータを関連づけ、およびそのすべてをモバイルデバイ
ス位置データベースに保存する。その間に、ＰＳＡＰはハリーの電話番号を使用して、最
新の位置およびセンサーデータについてＥＭＳに定期的に照会する。ハリーは動くことが
できないが、彼の脈拍は着実に弱くなっていく。ＰＳＡＰの派遣係は、救急車でハリーの
位置へと急ぐ最新の応答者である救急救命士にこの情報を中継する。最初の応答者は、心
拍数と血圧の低下に苦しむ患者を処置するための適切な医療用具を持って来ていることを
確かめるために、自身の装備を再確認する。幸運にも、ハリーのスマートウォッチによっ
て提供され、ＥＭＳによって保存され、ＰＳＡＰによってアクセスされ、そして最初の応
答者に中継された正確な現在の位置情報のおかげで、彼らは時間ぴったりに到着する。そ
して最初の応答者は、ハリーの心拍数と血圧についての最新のセンサーデータの知識に基
づいて完全な準備を整えて現場に到着することで、適切な医学的配慮を提供することがで
きる。ハリーは安定させられ、病院に急送される。迅速な緊急応答のおかげで、ハリーは
すぐに回復し、まもなくもとの自分に戻るだろう。
【０１３０】
＜実施例２＞
　ジョンは元イーグルスカウトであり、常に備えをしていることを好む。彼は、自身が遭
遇するあらゆる緊急事態に確実に対処することができるように、携帯電話に緊急データ共
有アプリケーションをインストールすることに決める。彼はさらに電話をスマートウォッ
チ、自動車の車載コンピューター、ホームセキュリティシステム、および職場のコンピュ
ーターにリンクさせ、互いにＢｌｕｅｔｏｏｔｈ、Ｗｉ－Ｆｉ、および／またはインター
ネットで接続および通信できるようにする。ある日、ジョンが高速道路を通って仕事へ向



(48) JP 6919978 B2 2021.8.18

10

20

30

かう途中に、自動車事故が彼の目の前で起こる。よきサマリア人であろうとして、ジョン
は直ちに路肩に寄り、自身の携帯電話の固有のダイヤラーを使用して９１１に電話する。
彼の緊急通報は、約１マイル離れた最も近い携帯電話基地局経由で、彼の携帯電話のキャ
リアによって公衆安全アクセスポイント（ＰＳＡＰ）に送られる。その間、ジョンが９１
１にダイヤルしている時に、彼の携帯電話の緊急データ共有アプリケーションが緊急通報
を検出する。彼の電話は、搭載されたＧＰＳおよびＷｉ－Ｆｉ三角測量を使用して、独力
で１０メートル以内の正確な位置を取得する。電話は、同期とその位置の記憶を周期的に
継続する。しかしながら、ジョンは、データ接続を確立するには不十分な受信環境の位置
にいる。不良データ接続によって、ジョンの電話は緊急管理システム（ＥＭＳ）に暗号化
された自身の位置を送信するのを妨げられる。この間に、ジョンは９１１通報を通じてＰ
ＳＡＰに接続される。ＰＳＡＰは、ジョンの位置を取得しようと試みる。ジョンの呼出し
が経由する携帯電話基地局は、いくつかの所在情報（携帯電話基地局の位置）を提供する
が、それは不正確であり、かつジョンの携帯電話に関する正確な位置を提供することがで
きない。ＰＳＡＰは、コールバック番号（ジョンの電話番号）でＥＭＳを照会する。ＥＭ
Ｓはコールバック番号を求めてそのデータベースを検索するが、最近または現在（２４時
間以内）の保存された位置は見つからない。ＥＭＳは次に、ジョンの電話および他の関係
するユーザーデバイス（スマートウォッチ、車両コンソール、ホームセキュリティシステ
ム、および勤務先のコンピューター）にプッシュ通知を送信する。不良データ接続のせい
で、電話とスマートウォッチはプッシュを受信しない。しかしながら、車両コンソールは
その地域に良好な携帯電話信号を有しており、プッシュを受信する。車両コンソールはＧ
ＰＳを有し、そこから正確な位置データ（ｘ－ｙ座標）を取得する。位置データが受信さ
れる前に、最近の位置が保存されていないためにＥＭＳはＰＳＡＰクエリへの応答におい
て位置データを送信しない。しかしながら、一旦位置データが車両コンソールから受信さ
れると、ＥＭＳはデータベースに位置データを保存する。次に、クエリに応じた次の周期
的応答において、「現在の」位置データが暗号化された経路を介してＰＳＡＰに送信され
る。正確な位置を取得すると、ＰＳＡＰは衝突事故の現場に最初の応答者を送る。ＰＳＡ
Ｐで受信された位置は、その位置に付属するメタデータに基づいて適切に表示される。こ
の場合、ＰＳＡＰには、呼出しをおこなっているデバイス自体の位置ではなく、ユーザー
に関係する車両の位置であることが示される。位置共有プロセスは自発的であるため、通
話により始まり、ＰＳＡＰがジョンの現在の正確な位置を受信することで終了する一連の
事象は３０秒未満で起きる。
【０１３１】
　本発明の好ましい実施形態が本明細書に示され、記載されたが、そのような実施形態が
単なる例として提供されていることは、当業者にとって明白だろう。多くの変形、変化、
および置換が、本発明から逸脱することなく、当業者に想到されるであろう。本明細書に
記載される本発明の実施形態の様々な代案が、本発明の実施において利用され得ることを
理解されたい。以下の特許請求の範囲が本発明の範囲を定義するものであり、この特許請
求の範囲内の方法と構造、およびそれらの同等物がそれに包含されるように意図されてい
る。
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